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序

(t)

総 ての科 学 は,そ の 取 扱 う諸 概 念 の閻主 観 的(in七er-subjek七iv)妥 当性 の

(2)

拡 大 と共に進歩 し,そ の操 作性の増大 と共に実用化の道 を進 むことが出来 たの

で ある。

物理学 に於 ける力 ・温度等,現 在の吾 々が最 も客観的で あると信 じてい る諸

概 念す らも,嘗 ては筋 肉の内部知覚 ・皮 膚の温度感覚等の最 も主 観的な概 念 と

同一視 され,そ れを測定 した り物理的に コン トローノレす ることが出来 なかつた

とい う事実 を忘れてはな らない。

これが,客 観的 ・操作的 ・可測的概 念に迄進化す る為 には,一 つの飛躍が必

くの

要で あつ た。則 ち,内 省心理学的世界豫か ら,物 理学的世界像へ の飛 躍が 。心

理学 自身 もまた此 の例外 をなす ものではない。 内省心理学か ら行動心理学へ,

行動心理学か ら大脳生理 学へ の発展 は正 に此 の線 に沿 うものに外 な らない ので

ある。 主観的敷 用概念か ら出発 しよ うとす る19世 紀の主観価 値学派経済理論 の

進 んで来た道 も亦,遅 れ 馳 せ 乍 ら同様 の経過 を辿 りつ ㌧ある ものの如 くで あ
(4)

る。

初 期 の主観価 値説 を採 る人 々は多 く内省心理学的概 念であ る敷用 ・満足 に対

してそのま 、可測性 を賦与 しよ うとした。 本来,内 省心理学的 世界像は,物 理

学的世界像 と同様 に,そ の時間性 ・空間性 を持つてはい るけれ ど も,そ の時間

性な り空間性 な りは単 に大小相 等的 ・順序数的 ・集合 論的 或 は トポ 直ギ ー的で

あ るだ けで あつて,決 して可測的 ・則 ち全実数 との1対1の 対 応 をつけ ること
(6)

は不可能で あ る。

世紀の初頭 に入 るや,先 づ第一 にパレー トが,敷 用指標函数 を採用す ること

(註1)カ ル ナ ップ 「普 遍 科 学 と して の 物 理 学 」(「 綜 合 科 学 」 第1巻 第10,ll,12

号)

(註2)Biidgman,P.W。:TheLogicofModemPhysics,1928.

、(註3)・ 古 瀬 大 六 「世 界 像 の 進 化 」(「 ヘ ル メス 」第26号)

(註4)Samue】son,P.A.:FoundatinsofEeonomicAnalysis,1948.(「 経 済 学 に

於 け る業 績 は 明 か に ベ ンサ ム,シ ジュウィック,エ ッヂ ワー ス等 が 与 え た 功 利 主 義 的 騨

倫 理 的 ・厚 生 的 色 彩 の 排 除 に 向 っ て進 ん で 来 て い る」 頁90。)'

(註5)Jevons=TheTheoryofPoliticalEconomy,1871.

(註6)ボ ア ン カ レ 「科 学 の 価 値 」
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に よつ て此 の難点 を回避 しよ うと した。 これ は確 か に経 済 学 の科 学性 を高 め る

上 に於 て一 つ の コペ ル ニ クス的 転廻 で は あっ た けれ ど も,然 し,そ れ は飽 くま

で も難 点 の 「回 避 」で あつ て,決 してそ の 「解 決 」で は なか つ た ので あ る。

そ の故 に こそ,フ ィッシャー,プ リ。シュ等 の敷 用測 定 法 に 関す る論 文 が 未 だ に

学界 にそ の生 命 を保 つて を り,新 しい測 定 法 の提 案 が未 だ に跡 を断 た な い ので

あ る。 敷 用 概 念 を排 して 限界 代 替率 とい う可 測的 数 値 を以 て此 に代 えよ うとす

る ヒ 。クス に於 てす ら,敷 用 の可測 性 の問題 は,こ れ を有 効 に 回避 」 し得 る

けれ ど も,何 等 の方 法 で これ を測 定 せ ん とす る試 み を否定 す る論 拠 は ない,と
ぐ　ノ

主張 してい る有様 で ある。

斯様 な態度 は科学一般 の発展傾向 に反抗す る ものであ り,科 学方法論 の最近

の成果 に眼を覆 わん とす る もので ある。 他 の諸科学 の実例 に徴 して も明か な如

く,総 ての内省心理 的現 象は本質的 に非可測的で あつて,そ れに可測性 を与 え

ることは,そ のま 、で は絶対 に不可能で あ り,そ の内省心理的現象に対応す る

物理的世界像 を操 作的に規 定 し論理 的に構成 す るとい う手続 きを必ず必要 とす

るので ある。

経済学 に於 け る所 謂敷 用 な る概 念は勿論 内省心理学的概 念であつて,従 つて

本質的 に非可測的 なので ある。 故 に,之 を数学的に取扱お うとす る時 は,そ の

変域 を実数全体 に取 ることは誤 りで あ り,単 な る順序数 として,則 ち所 謂選択

指 標 として しか扱へ ない。此 の様 に激 用 を選 択指標 として順序数的 に表現す る

ときは,そ れに就 ての実数 的四則演算 は勿論成立 しない。従つ て,そ の微分値

た る限界敷用は,そ の正負 は判定 し得 て もその量的規定 は不可能で あ り,そ の

弾力性 に至 つては符号 の判定す ら不 可能 とな る。 此 の様 にル ーズ な非量的 な概

念 を他 の量的 な諸概 念 と共に符号的表 現 を与 えて,其 れ等 の間 に可測的演算 を

行 わせ ることは極めて危 険であつて,出 来 る限 り之 を避 けな くて はな らない。

右 の意味に於て,ピ ックスが選択指標概念 に代 えて限界代替率概念 を使用 し

よ うとす る態度は正 しい。 然 し彼 はその態度 をそ の数 学註の中 では徹底 きせて

居 らず,相 変 らず選択指標函数 を使つてい る。 私の此の論文 の第1の 目標は,

その表題 に も明かな如 く,選 択指標 函数 を全然使 わずに限界代替率函数だけを

(註7)Hicks:ValueandCapital,P.1.8.
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使用 して同一 の解に到達 しよ うとす ることに在 る。

但 しヒ 。クス の意図 に も拘わ らず,選 択指標函数 の果す役割 の総て を限界代

替率函数 をして行 わしめ ることは,実 は不可能 なので ある。限界代替率函数 は

個 々の無差別曲面 を規定す る丈で あつて,二 つの異つた無差別 曲面上 の2点 の

申何れが選択 され るか を定 め る事 は出来 ない。 則 ち,均 衡条件 の決定 には限界

代替率函数 丈けで充分で あるけれ ど も,安 定条件 の場合はそ うは行かないので

ある。 然 し特 に選択指標 を問題 と しなければな らぬのは議論 の極 く僅か な部分

に於て で あつ て,之 を特 に何等か の記号 を以 て表 現す る必要は認 め られ ない。

斯様 な試みは,過 去に於て組立て られた理論 の単 なる純粋化,と い う言わ ば

非常 に消極 的な試 み と見 られ るか も知 れない。 然 し,こ れ こそ現 在の敷用可測

論者 の誤 れ る方 向を是正 し,可 測性へ の真の道 を切開 くための有 力なステップ・

ボー ドとな るで あろ う。 真 の可測性 は言 う迄 もな く`大 脳生理学の申 に之 を求

め なけれ ばな らないので あ るが,こ れは,斯 学が漸 く発展の緒 口に着いた許 り

の現在で は,未 だ困難で あ り,将 来の発展 を期待 して貸す に若干 の年月 を以て

しなければな らないであろ う。

第1章 限 界 代 替 率

第1節 限界代替率の定義

ピックスによれ ば,X財 のY財 に対す る限界代替率 とは,X財 の最終の1単
ロ 　

位 を失 うことに よつて生 ず る損失 を丁度補償 す るに足 るY財 の量で ある。 従つ

て,こ れは二 つの物理 量の比で あ るか ら,完 全 な無次元量で あつて,敷 用次元

(2)

は全 然 含 まれ な い。 故 に,敷 用 可 測性 の問題 に煩 わ され る心 配 は,こ れ に よつ

て 、全 く無 くな るで あ ろ ら う。

撫,市 場 に現 れ る総 て の財 の種 類 をnと す れ ば,そ の申 の任意 の1財 を基 準

財 とす る こ とに よ り,其 他 の(n-1)財 の限 界 代 替率 を,此 の基 準財 に対 す る

限 界 代替 率 として表 わす ことが 出来 る。 以 下便 宜 上 κ、財 を基 準財 に取 る。 之

に よ り他 の(n-1)財 に就 ての(,n-一一1)個 の限 界代 替 率 が定 ま る。 若 しx・ 財

(註1)Hicks:ValueandCapita],P.20.

(註2)Do・,P.20.
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以 外 の財 を基 準 に取 りた い な らば,此 の(n-1)個 の限界 代 替 率 を適 当 に組 合

せ る こと に よつ て そ の 目的 を達 す る ことが 出 来 る。例 えば 紛 財 に対 す る κ・財

の限界 代 替率 は,「 苅 財 に対 す る κ、財 の限界 代 替 率 」 の 「翫 財 に対 す る 紛 財

の限 界代 替 率 」に対 す る比,と して表 わ され る。

此 等 のx・ 財 を基 準 とす る(n-一 一1)個 の限 界 代 替率 を,そ の 比 較財 の 番 号 に

従 つ て,

S2,S3,一 ・E,Sn

で表 わす こ とにす る。 そ の具体 的 な 値 は,勿 論 人 に よ り又 時 に よつ て異 るけれ

ど も,以 下 に於 ては特 定 人 の特 定 時点 に於 け る場 合 だ け を考 え る。 同一 人 の 同

一 時点 の 同一 財 の限界 代 替率 で あつ て も,そ の値 は,'他 の総 て の財 の購 入 量 に

よつ て も亦影 響 され る もので あ る ことは,吾 々の 日常 経験 す ると ころで あ る。

右 の 関係 を数 学 的 に表 現 す るな らば,S。 はXi,X2,… …,Xnの 函 数 で あ る,と

い うこ とに 外 な らず,従 つ て次 の様 な表 現 を 与え る ことが 出来 る。

S2=S2(X「1,X2,● … ●・,A【7n)

{
s、=s3(x1,κ2,'…,Xn)(1

.1)

s。=Sn(Xi,x2,-9,x。)

此 の 函 数 表 示 に 於 て,当 該 消 費 者 の 財 の 取 得 を プ ラス,提 供 を マ イ ナ ス で 表

わす な らば,定 義 に よ りSrはdx、 の提 供 に対 す るAXrの 無 差 別 的 取 得 の比

の 極 限 値 に 外 な らず,従 つ て そ の 値 は 必 ず 負 で あ る。

Sr-1吻 藷 一 髪叢 く ・(・ ・2)

第2節 限界代替率 と限界敷用 の関係

所 で,限 界代 替率 と限界敷用 とは如何 な る関係 に在 るであろ うか。 前節 の限

界代替率 の定義 を厳密 に書 き直す な らば 「他の総て の財 の購入章 を一定 に保つ
(i)

場 合 の.κ1財 とXr財 とに 関 す る無 差 別 曲 線 の 方 向 係 数 」で あ る 。 同 じ こ と を

敷 用 指 標 函 数 を 用 い て表 わす な ら ば,Xl,Xrの 微 分 を夫 々dx1,dXrと し て,

du=ecldx1十urdxr=0

∴ 畿 一 一÷(・ ・3)

(註1)Hicks:ValueandCapital,P.20.
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とな る。然 るに(1。2)に よ り,左 辺 はSrに 外 な らないか ら,

S,・=-Ul/eCr(1.4)

則 ち,X.財 の限 界代 替 率Srは,Xtの 限 界敷 用 の,Xrの 限 界 敷 用 に対 す る

比 の負数,に 等 しい 。 そ うだ とす るな らば,一 π1/UrをSrと 書 き換 えてみ て

も,そ れ は何 等 の新 しい事 実 に就 て の知 識 を与 え る もので は な く,単 な る トー

トロジ ー で あつ て全 くの無 駄 骨 折で は ないか,と い う疑 問 が 発生 す るか も知 れ

ない 。

だが,事 実 は決 して そ うで は ない。 一一一u・/Urの 物 語 る所 は確 か にSrの そ れ

よ り も豊 富 で あ る。 然 し この 一 見 豊 富 に見 え る部 分 の知 識 は全 く操 作性 を欠 い

て い るので あ る。 従 つ て,Srを 一π、/Urの まsの 形 で取 扱 い,推 論 過 程 に於

・て 斯様 な限 界 敷 用 函数 を陽表 的 に露 出 させ た ま ㌧に して置 くことは
,多 くの経

済 学 者 達 を して,そ れ が 恰 も何 か主 観 的敷 用 の可測 量 的 表現 で あ るか の如 く誤

解 せ しめ る危険 が極 めて大 で あ る。殊 に,此 の(1.4)の 分数 形 式 の分 母 を払 つ

て二 つ の限 界敷 用 の間 の関係 を操 作 的 に 求 め よ うとす る誘 惑 に打 克 つ こ とは,

老 練 な学 者 と錐 も困 難 を感 ず るで あ ろ う。'

多 くの限 界敷 用 可 測動 者 の誤謬 の根 本 原 因 は実 に此 の1点 に 存 す る の で あ

る。 ピ ックス が 敷用 指 標 函数 の使 用 を避 け て限 界 代 替率 函 数 を使 用 す る理 由 と
ゆ　

して 「誤つ た推論 に導 く聯想を伴 う危 険 を避 け る為に 」云 々,と 言つてい るの

も,此 の辺 の事情 を物語 る もので あろ う。 限界代替率 をい くら実測 してみた と

ころで,限 界敷用或 はその弾力性 の可測量的値 を知 ることは出来 ない。此 の点

に就ては,以 下節を改 めて更 に徹底的 に之 を論 じて置 く必要 を認 め る。

第3節 限界代替率 の次元 解析

先ず,限 界敷用可測論者 の1人,プ リッシュの限界敷用測定論 を取 り上 げてみ

よ う。 彼 のN6w」V「ethodの 要 点 は次 の如 くで あ る(1)

ド

則 ち,彼 は,均 衡 状態 に於ては π./助=か/ρ 、で あ ることに着 目して,先

ず か/ρ 、則 ち 尤.財 の限界代替率 を実測 し,更 にそれが物価変動 につれて如

何 に変動 す るか を統 計的に測定 してみて,若 しその全変化過程 を通 じて κ、財

(註2)Wo.,p.20.

(註1)Frisch,R.:NewMethodsofMeasuringMarginalUtility,Tiibingcn,1932.
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の 均衡 購 入 量 が不 変 一定 で あ るな らば,Ulの 値 も常数 と して 取扱 え るか ら,従

っ てurの 変 化 率 はPr/Piの 変 化 率 に比 例 す る こと とな り,此 のPr/P・ の

変化 率 を知 る ことに よつ て 紛 財 の限 界敷 用 麗.の 変 化 率或 は そ の弾力 性 を間

接 的 に測定 す る ことが 出来 る,と 言 うの で あ る。
く　　

更 に ごオ,か ら4年 後 に現 れた彼 のFlexibility]翌 【ethod壱 こ於 て も;τ ・財 の

代 りに,食 糧 とい う1群 の財 を使 用 して い る丈 けで,右 の根 本 的 な点 に就 て は

全 く進 歩 の跡 は 見 られ ない 。又,所 謂defla七ionfaetorを 導入 したの は良 い
　

が,折 角の結論 を出す時 になるとP=0と い う仮定 を持込 む ことによつ,て 結

局何 の為にdaflationfaG七 〇rを 持込んだ のか訳 が分 らない結果 となつて しま

つてい る。

斯様 な所謂 エ ッヂ ワース的独立財概 念の使用は,経 験科学 として の経 済学 に

於ては禁止 されな くてはな らない。 則ち,独 立 財の仮 定が成立つ為 には,各 財

の致 用が其 の財 の購 入量のみ の函数 であつて,決 して同時に取得 され る他の諸

財 の購 入量 によつて影響 されない ことを経験的 に証 明 しなければな らない 。 そ

れ は果 して可能 であろ うか?答 えは明白に否で ある。何故 な らば,経 験 的に測

定出来 るのは二財 の限界代替率,或 は限界敷用 の比 のみで あ り,此 の比が他 の

諸財の 取得量に よつて全 く影響 されない ことが 経験的に証 明 された として も,

そ の場 合に於て も其 の二財 の夫 々の限界敷用が 他 の諸財の購 入量の変化 に伴つ

て同一割合で変化 してい るか も知 れず,而 もそれが果 して変化 したか否か を確

認す るに足 る経験的手 懸 りが全 く存在 しないか らで ある。 則 ち,敷 用が 可測的

で あ ると仮定 してみて も,そ の測定手段が全 く存在 しないのであ るか ら,そ れ

は経験 的には全 く無意味な仮定であ る。斯様 な,初 めか らheuris七isehで ない

ことの分つてい る仮設 を導入す ることは経験科学 としては為すべか らぎること

で あ る。

経済学上 の推論に際 しては敷用 の可測 性 は決 して必要な前提 ではない ことに

初 めて気附い たのはパ レー トであつ たが,そ の態度は幾 分不徹底で あつて,そ

の 或 る著書 の中では,独 立財 ・競争財 ・補完財 に関す るエ ッヂ ワース的定義 を

(註2)Frisch,R.:TheProb】emofIndexNumbers,1936.(Econometricai

Vo』.4,No♂1.)
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(3)

採 用 して,一 財 の限界 敷 用 が 他 の 諸 財 の購入量 の変化 につれて変化す るか ど

うか とい う問題が,裕 も何等かの経験的意味(経 験的designatum)を 有す る

か の如 く取扱 つてい る。 これ は,彼 が,敷 用可測性 の問題 は之 を有効 に回避 し

得 ると考 えた丈で,積 極的 にその非可測性を主張 したのではない,と い う事実

に相応す るものではなかろ うか。 ピ ックス と錐 も此 の点 に就てはパ レー トを少

し も出ていないので ある。

著 名な現代経 済学者達の態度が斯 の如 くで あ るので,本 節 に於ては,限 界代

替率 と限界敷用 とは全 く無 関係で あ るとい うことを 徹底的に証明 して置 く必要

を痛感す る。択,限 界敷用の定義によ り,

U、-1吻 幽+dXl・U・ ・'…Xの 一U(X・ ・X・・・… κ・≧

dx1→OdXl

(1.4)

ur===limu(=Xl・ 一一一,Xt・ 一+一∠tXr・ 一。一,Xn)ru(xユ,x2・ ・。・,Xn)

4Xr←OdXr

上 の 〃。 は之 を テイラー 展 開 す る こ と に よ り下 の 如 く変 形 さ れ る。 κ、,急 以 外

の 総 て の財 の購 入 量 は 不 変 で あ るか ら,便 宜 上 これ を除 い て記 せ ば,

u(x1十 ∠x1,Xr十 ∠Xr)一 一u(x1十dXl,Xr)

ヨ

=u(x1
,Xr十 ∠Xr)十 〃1(Xl,Xr十 ∠ゴr)∠tXi十Ul1(Xl,Xr十 ∠Xr)∠fx1/2!十 …

ヨ
ー 〃(x1

,Xr・)-u1(Xl,Xr)∠xユ ーUll(x1,Xr)∠Xl/2!一 　
==u(x1

,Xr)十Ur(κbκr)AXr十Urr(Xl,Xr)dxr/2!十

ヨ

十Ul(Xi,Xr)∠Xi十Ulr(Xl,Xr)∠ ゴXl∠f.rr十Ulrr(x、,x2)∠ ゴXl∠xr/2ノ ー← ・一 ・・。

ヨ 　

十 μ遵(X1,Xr)∠f.Xl/2!十Ullr・ ∠X1∠Xr/2!十

十 ヨ
ーu(X1

,Xr)一 麗1(Xl,ユ7r)∠tXl-Ul1(Xl,詫rr)AX,/2!一

ヨ
=〃r(Xl

,Xr)∠Xr十Ur7・(Xl,Xr)∠ ∫Xr/2!十

　

十Ulr(x、,xr)AXIdxr十eClrr(x」,Xr)∠tXidXr/2→ 一

(註3)Zawozki:LesMathematiquesapP】iqu6esa】'EconomiePolittque.(寺 尾 琢 磨

訳,頁152)。

(補 註)プ リッシュのMexibi]ityMethOdは,表 面 的 に は エ ッヂ ワ ー一一ス 的 独 立 財 の 仮 定

に無 関 係 の 如vで あ るが,そ の 代 償 として 如 伺 に 厳 密 な非 現 実 な 刷 約 を附 加 しな け

れ ば な らぬ か,に 就 て はSamuekon:FoundationsofEconomicAnalysis・ .1948・

Pユ77.を 見 よ 。
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ヨ 　 ヨ

十Ullr(;じ1,Xr)∠ttt∠Xr/21十 π1】rr∠f.X1∠ゴ」じγ/(2!)2十
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●

十

lim
ec(Xl十4Xl,Xr十dr)-U(Xl十Ax1,Xr)

AXI,dXr→OdXr

=lim{Ur(XJ
,Xr)十Urr(Xl,Xr)AXr12!十Url」Xl十 … …}

AXI,∠tXr→0

=Ur(Xl ,Xr)

一撫

。u(x'・Xr+宏 一 π(x'・Xr)(1.5)

こ の 結 果 を(1.4)に 代 入 す れ ば,

U(X・+AXI,X2,・ ・,X,、)一 〃(κ1,X2,…,Xの

!

ー

Ul=lim

AXI→O

Ur=lim

∠Xl

〃(Xl十dXl、x2,…,Xr十dxパ ・・eXn) (1.6)
dXi,dXr→OdXr

-%(Xl十AXI
,X2,…,Xn)

掬,dXlとdrと が 同 一 無 差 別 曲 面 上 の 変 位 を 表 わ す も の と す れ ば,則 ち購

入 組 合 せ 点(Xl,X2,…,Xn)と 他 の 購 入 組 合 せ 点(X、+∠Xi,X2,…,X,+dXr,

・… 謝)と が 同 一 無 葦 別 曲 面 上 に 在 る もの と す れ ば ・

u(x1,x2,…P'Xn)=u(Xi十dx1,x2,… ♪Xr十dXr,… ♪Xn)(1・7♪

で あゐ か ら,こ れ を(1.6)に 代 入 す れ ば,

u1=lim

dx .1→O

Ur=lim

U(Xl十dXl,X2,…,Xn)一%(Xl・X2,…,Xn)

dXi

(1.8)U(X
1,X2,…,Xn)-U(Xr十dXl,X2,…JXn)

AXi,dXr→0

両 者 の比 を取 れ ば,

」竺一=limdXr×

UrdXl,dSCr→OdXl

--dXr

=〃 彿

・dXl
,dXr→Odx1

=-s.

Ul
.●.S,==-

Ur

dXr

一u(x1
,x2、 …,Xn)+〃 α 、+dx、,x2,…,x%)

U(X1,X2,…,Xn)-U(Xl十4鈎,X2,…,Xn)

とな り,二 つの限界敷用 の比 の申 に最初 は含 まれてい るかに見 えた敷用函数 は

完全 にそ の姿 を消 して しま うので あ る。

■
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限界代替率Srの 値は,外 見上如何 に も二財 の限界敷用 の比 を表 わす ものの'

如 くで あ りなが ら,そ の実は無差別曲線 の傾斜以上 の何物 を も表 現す るもので

はな い。 比 を取 る操作 自体が実 は敷用函数 を脱落 させ る操作に外な らない。 こ

れを逆 に言 えば,限 界代替率Sr自 身は確かに可測的で あるが,そ の分母子 に

同一値(但 し符号は反対)を 乗ず ることによつ てそれが裕 も2財 の限界敷用の

比 で あるかの如 く見せかけ ることが出来 るので ある。 而 もこの ことは,乗 ぜ ら

れ る函数が可測的敷用函数で あると或 は又非可測的選択指標函数 であ るとを問

わず,成 立ち得 るので ある。従つて,限 界代替率Srの 大 き さが 実 測 されて

も,そ れに対応す る限界敷用 の大 きさは全 く恣意的で あ り,限 界敷用の任意の

大 きさに対 して上記 の関係は完全 に成立す るので ある。 故 に限界代替率 を数学

的 に如 何 に分析 して見 た所で,限 界敷用或はその弾力性を可測的数値 として把

えることは根本的に不 可能 な ことなので あ る。

第4節 選択指標函数の追放

弦 に於 て筆者は彼 の有 名なエル ランゲ ン ・プログ ラムを 想起 す るのであ る。

数学者 クラインは幾何学 を定義 して 「幾何学 とは変換 に痩 して不変 な関係 を論

ず る もので ある」としたのであ るが,此 の例 に倣 うな らば 「経 済学 とは敷用函

数 の単調増加変換 に対 して不変 な性質 を論ず るもので あ る」 とす ること も出来

よ う。 ヒ ヅクスが そ の 「価 値 と資本1の 数学 註 に於 て 「敷 用 函数 を た とい使 用

(1)

す るに して も,吾 々は唯敷用函数 の任意変換 に於て不変な性質 だけを扱 う と

述 べてい るの も,そ の意味す る所 は同一で あろ う。

その様な無駄 の敷用函数な らば,ピ ックスは何故 それを彼 の著書の数学註 の

中 か らも追放 して しまわなかつたので あろ うか?そ の第一 の理 由は,前 世紀

以来使い慣れて来た敷用函数へ の執着 によ るもので あつて,同 時に又,得 られ

た結論 の一つ一つ に就 て敷用函数 の単調増加変換 を行つて みて,そ の値が変 ら

ない ことを確か めて置 ききえすれ ば差支 ないで はないか,と い う考方 に基いて

・い る。 斯様 なや り方が如何 に危険 な もので あ るか,に 就ては既 に詳 しく論 じて

置 いたか ら,改 めて述べ る必要 を認 めない。

(註1)Hicks:ValueandCapital,P.307.
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第二の理 由は,敷 用の 可測性は証 明出来 ない として も,そ れを選択指標 と考

え るな らば,そ こに大小相等関係 が成立 し,そ れに対 して或 る種 の経済的意味

を持 たせ ることが出来 るのであるか ら,敷 用 函数 は追放 出来て も,選 択指標函

数 の使用 を回避す ることは出来 ない とい う点で あ る。 だが果 して敷用或は選択

指標の大小相 等関係 が 与 え られなければ消費者均衡 の成立 を説明 し得 ないで あ

ろ うか?

以下 の各 章に展 開 され る如 く∫ そ の 必 要 は 極 め て狭い領域 に限定 されて居

り,限 界代替率函数 のみを以て論 じ得 る範囲は非常 に広 いので あ る。

第2章 静態的均衡条件

第1節 敷 用 函 数に よ る均衡 条 件

前 章 に於 て 吾 々が 使 用 し た経 済諸 量 は,各 財 の購 入量 κ1,x2,・・,Xnと,そ の

函数 で あ る限 界 代替 率S2,S3,… …,Snと だ けで あつた が,本 章 で は更 に各財

の価 格P1,P2,… …,Pn並 に所 得Eを 追 加 す る。

静 態 的消 費 者 均衡 理 論 な る もの は,結 局此 等諸 量 の 間 の均衡 ・安定 に関 す る

'関係 に外 な らな
い。 従 つ て以 上 の諸 量 の申,何 を変 数 とす るか に よつ て,得 ら

れ る関係 式 は勿 論 種 々 の形 態 を取 り得 るので あつ て,本 章で は そ の中最 も簡単

で且 つ 最 もあ りふ れ た場 合 で あ る所 得E一 定,価 格P、,P2,一',Pn一 定,購

入 量 苅,κ.,…,編 可 変 の場 合 だ け を扱 う。此 の場 合 の均衡 条 件 は,敷 用 函数 を

使 用 す る場 合 に は,

ΣPtXt=E
i・"1

な る条件 の下 に,総 敷用 π の極大条件を求 め ることによつて,周 知 の如 く,

{学 ∵ 農.⑳,
で あ る 。 自変 数Xl,κ2∴ ・,Xnの 数 と,右 の 聯 立 方 程 式 の数 と は何 れ もn個 で

あ るか ら,こ れ に よつ て 均 衡 購 入 量x1,κ2,…,XnをP1,P2,…,Pn,Eの 函 数

と し て 一 義 的 に決 定 す る こ とが 出 来 る。
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これは則 ち,拡 張 さμた限界敷用均等法則に外な らないのであ るが,そ の経

済的意味は 通常左 の如 く解釈 されている。則 ち,Eな る一定所得 を有す る一

消費者は,各 財 の購 入に振 向け られた貨幣量 の最終1単 位の与 える敷用が全部

均等にな る点で支出を止 めるで あろ う,と 。その当人の内省心理学的立場か ら

見 るな らば,則 ち,自 分 が 自分 自身の経済行為 を観察す る場 合な らば,右 の命

題 は,そ の限 りに於て或 る種 の妥 当性 を持つか も知 れないが,然 し第三者が之

を観測す ることによつて之を客観的に確め ることは全 く不可能で ある。 則 ち,

右 の定理 は間主 観的妥当性を持 たない。

経 済学が単 な る思考の遊戯 の閾 を脱 して,厳 密な経験科学 どして進歩 して行

く為 には,そ の対象が聞主観的妥 当性 と操作性 とを持つ こと,則 ち誰 が之 を測

定 して も,同 一条件の下 に在つて は同一の測定値 を得 られ る こと,が 不可欠 の

条件 とな る。

現代心理学が,内 省心理学か ら次第 に行動心理学 に移行 しつ ＼あ るの も,右

の如 き方法論的意味 を持つ もので あ り,経 済学 と錐 もまた,此 の進路 を外 れ る

こ とは出来 ないで あろ う。

第2節 限界代替率 によ る均衡条件

そこで,(2.1)の 均衡条件 を客観化す る為 に,そ の申か ら敷用次元 を除去 し

なければな らない。従つて,そ れは次 の様 に書 き改 め られ る。

ΣPiXt=E

{竺.一 互(。-2
,3,・.,n)

UrPr

然 る に前 章 に 述 べ た 通 り,同 一 購 入 組 合 せ 点 に於 て は π1/ur=-Srで あ る

か ら,

ΣPiXi=E

{Sr-一 血(r。2,3,..,n(2・2)

ρ,

となる。

斯 く操作的に書 き改 め られた均衡条件式の申には最早如何 な る非可測的函数

も含 まれてはいない。(2.1)を(2.2)の 形 に書 き改 め ることは決 して単 な る論

理 的潔癖症だ けか らでは ない。 それは(2・1)の 申 の敷用函数が,敷 用の大 きさ
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に就 て何 事 か を物 語 るか の如 くに見 えて も,そ れ は単 な る見せ 掬 けだ け の こと

で あつ て,そ れ か ら任 意 の ヴx一 ル を剥 ぎ取っ た(2.2)の 形 が 物 語 る以上 の

何 事 を も物 語 る もので は ない,と い うことを 明 白に し,そ れ に伴 う誤 解 。誤謬

を 防止 す る,と い う具 体 的敷 果 を持 つ ので あ る。

斯 くして 可測 的 に書 き改 め られ た 均衡 条件 則 ち ヒ 。クスの所 謂 ⊂限 界 代 替率

均 等 法 則 」を求 め るに際 して,そ の推 論 の途 中 に於 て敷 用 函数 或 は選 択 指標 函

数 を使 用す る こと は,敷 用 函数 追 放 の趣 旨に反 す る もの で あ る。従 つ て,吾 々

は,最 初 か ら此 等 の非 可測 的函 数 を使 わず に.限 界 代 替率 函数 だ けか ら出発 す

べ きで あ る。

敷 用 指 標 函数 を使 用す る場 合 は,所 得 一定 の束 縛 条 件 の下 に,敷 用 或 は選 択

指 標 極 大条 件 を求 めた 。 今 回 は.購 入 組合 せ 点 が常 に同 一無 差 別 曲面 上 を移 動

す る こ とを条 件 と して, .所得 或 は支 出金 額Eの 極 小 条件 を求 めれ ば よい 。

無 差 別曲面 の次 元 数 は財 の数 πよ りも一つ だ け少 いか ら,同 一無 差 別 曲面 上

の 移 動 の 自由度 は(n-1)で あ る。従 つ て,x1,x2,…,Xnの 申 の 任意 の(n-1)

個 の値 が定 ま れ ば,残 りの1個 は,其 等 の従 属 変数 と して一義 的 に定 ま つて し

ま う。 本 節で はx2,x3,・ ・,Xnを 自変,Xl数 を其 等 の 従 属 変 数 と考 えて,所 得

Eの 極 値 条 件 を求 め れば,

ΣPiXi=E

を,X2,X3,・ ・sXnで 偏 微 分 して,

∂Xl∂E 十
」ク菖=0(i=2,3ダ ・・,n)(2.3)=p,∂

κ壱∂絢

然 るに ∂κ1/∂ κ1は 同 一無 差 別 曲線 上 の移 動 量dx1,AXiの 比 で あ り,且 つ

κ、と 絢 以 外 の財 の購 入量 は不 変 に保 た れ るの で あ るか ら,そ れ は,前 章 の定

義 に よ り,1/S,に 等 しい 。 そ こで,(2・3)に この関係 を代 入す れ ば,

』ウ1/Si十 。ρ`==0(i=2,3,…")

これ を纒 めれ ば,

{蚤 奪/9,(i-2,3,..,の(2・4)

とな り,結 局(2・2)と 全 く同 じ結 果 に到 達 す る。 右 の推 論 過程 に於 て は,敷 用
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函数 或 は選 択 指標 函数 は全 く使 用 されず,単 に限界 代 替率 函 数 が 与 え られ て居

りさ えす れ ば充 分 で あ る。

第3節 均衡 状態 に於 け る諸 関係 式

静 態 的消 費 者 均衡 条 件 式(2.4)の 方程 式 の数 はn個 で あ るか ら,P、,Pg,t・.

、Pn;κ1,x2,・・',x.n;Eの(2n+1)個 の文 字 の中,任 意 のn個 を常数 と置 けばs,

残 りの(2n+1)-n=n+1個 の変 数 の中,(n-1)個 の 変i数が消 去 されて 変 数

は2個 だ け とな り,そ の2個 の変 数 の 間 の均衡 状態 下 に於 け る関係 式 を一 義 的

に確 定 す る ことが 出来 る。

則 ち,右 の(2n+1)個 の文 字 の申,任 意 の1個 を取 つ てそ れ を 自変数 と し,

残 りの2n個 の文 字 の中 任 意 のn個 を常数 とす れ ば,更 にそ の残 りのn個 の

従 属 変数 の中 の任意 の(n-1)個 は聯 立 方程 式(2.4)を 解 く ことに よ り消 去

されて,そ の結果,唯1個 の 従 属変 数 が残 され る。従 つ て,(2n+1)個 の文 字 の

申,任 意 の2個 の 文 字 が 均衡 状 態 に於 て 互 に 如 何 な る関 係 に立 っ か を一 義 的 に

確 定 す るに は,残 りの(2n--1)個 の文 字 の申 任 意 のn個 を 常 数 とす れ ば よ

い 。(2n+1)個 の文 字 の中 か ら任 意 の2個 を取 出 す 取出 し方 は(2n+1)・2n/

2!種 類 あ り,更 に残 りの(2n-1)個 の文 字 の申 か ら任 意 のn個 を 取 出 す方

法 は(2n-1)・(2n-2)… …@十1)・n/n!種 で あ るか ら,商 品 の種 類 を僅 か

3種 に限 定 して も,そ の関 係式 の数 は実 に210種 に も達 す るで あろ う。然 し,そ

の申 で,均 衡 購 入 量 κ1,κ2,…,Xnを 常 数 に 取 る こと は,純 理 論的 に は考 え るこ

とが 出 来 て も,現 実 の経 済 現 象 と して は極 め て稀 な場 合で あ るか ら,之 を除 外

す るな らば,左 の如 き三 つ の種 類 に大 別す る こ とが 出来 るで あろ う。

(1〕 総 て の価 格 を常 数 とす る場 合

(i)任 意 の2財 の 均衡 購 入 量 κ。,Xsの 間 の 関係dXs/dXrを 一 義 的 に確 定

す る ことが 出来 る。 これ は所 謂支 出拡 張線 の方 向係 数 に外 な らな い。

(ii)任 意 の1財 の均衡 購 入 量Xrと 所 得Eと の間 の 関係dxr/dEを 確 定

す る ことが 出来 る(所 得 敷 果,エ ンゲ ル 函数)。

{2)任 意 の1価 格Prを 除 い た総 て の価 格 と所 得Eと を常数 とす る場 合

(i)価 格Prの 変化 と,任 意 の1財 の均衡 購 入量 κsの 変 化 との 間 の 関係
　

dXs/dPrを 確 定 す るこ とが 出来 る(ス ル ッキ ー基本 方程 式)。
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(ii)任 意 の2商 品.Xi,X」 の間 の 関係式dXj/dXtを 確 定 す る ことが 出来

る。 これ は価 格 拡張 線 の方 向係 数 に外な らない 。

次 の第4章 に於 て は(1)の 場合 を取 扱 い,更 に第5章 に於 て は〔2】の問題 を取 扱 う

で あろ う。

(2.4)の 均衡 条 件式 は,n個 の束 縛 条件 を与 え る もので あ るが,更 に,右 の

場 合 に は常数 として扱 つ た文 字 の一 部或 は全 部 を,他 の(n+1)個 の変 数 の従

属変 数 た らしめ る様 な,特 殊 な束縛 条件 を考 え る ことが 出来 る。 これ に も亦,

無 数 の場 合 が理 論的 に は考 え られ るので あ るが,そ の 申 で 最 も現 実 的 な場 合

は,次 の二 つ に限定 きれ るで あろ う。

(1〕(i)総 て の価 格変 化 が 時 を示 す パ ラメ ー ターtの 函 数 として表 わ され る

な らば,そ の申 の任 意 の価 格 ρ。だ け を 自変 数 とみて,他 の総 て の価 格 は か

の従 属 変 数 として表 わす こ とが 出来,従 つ て,常 数 は@-1)個 を減 じて僅

か に1個 に減 少 す る。残 りの(n+1)個 の文 字 の申 任 意 の一 つ の文 字 を常 数

に とれ ば,他 の総 て の変数 の 間 の 関係 は一 義 的 に確 定 す る。 この常数 をEと

す るな らば,名 目所 得 一 定 の消 費 者 が総 て の価 格 の変 化 に よつ て其 の各財 の

均 衡 購 入 量 を如 何 に変 えて行 くか,を 一 義 的 に確 定 す ることが 出来 る。 又E

の代 りに任 意 の1財 の均衡 購 入 量 κ。を常 数 に と るな らば,所 謂 等量 法(lso-

quantMethod)の 場 合 を取 扱 うこ とが出 来 る。

(ii)総 て の価 格 変化 と所 謂変 化 とが パ ラメー タ ーtの 函 数 と して表 示 され

るな らば,そ の中 の任意 の一 つ を 自変 数 に取 るこ と に よ り,他 の 〃 個 はそ

れ の従 属変 数 とな るか ら,常 数 は π 個 を 減 じて零 とす る ことが 出来 る。 之

に よ り,所 得 水 準 と価 格水 準 と の変 化 が 各財 の均衡 購 入 量 に如 何 な る影響 を

与 え るか,を 確 定 す る ことが 出来 る。

②(i)総 て の均衡 購 入 量 の変 化 をtの 函 数 と して与 え る こ とが 出来 るな ら

ば・一定所得Eの 下で・此等の変化す る総 ての購入 量 が常に均衡的で あ る

為には,各 財 の価 格 を加何 に調整すべ きか,を 知 ることが出来 る。

(ii)総 ての均衡購入量 と所得Eと がt'の 函数 として与 え られ るな らば,

此 等の変化す る購 入量が同時に変化す る所 得Eの 下 に 於 て 常 に均衡購入量

で あ らしめる為 には,価 格 を如何 に調整すべ きか を知 ることがで きる。
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此 等 の問題 に対 す る解答 は,パ ラメ ー ター を含 ま な い前 の場 合 の解 か ら極 めて

容 易 に之 を乗 め ることが出来 るので,夫 々の場合に於て補足的 に述べ るこ とに

す る。 然 し後者の場合 の方 が,そ の現実性 と実用性 とに於 て,前 者 よ り遙か に

優 れて い る。 殊 に後 者の(2)の場合 は,計 画経済国家が 日々に直面す る極めて現

実 的 な問題 の解答 なのである。

但 し,右 の場 合,'を 含む とい うことは,決 して静態か ら動態へ の転化 を意

味す る ものでは な く,所 謂 比 較 静 態 学 的取扱 をな してい るに過 ぎず,之 に更

に,適 応 に要す る時間,物 価 と所得 の変化 に対 す る予想 の問題 等 を附加す るこ

とによつて初 めて,完 全 に現実的 な消費者均衡理論 に到達 し得 る ものであ るこ

と を附 け加 えて置かねばな らない。

第3章 静態的安定条件

第1節 敷用函数 に よる安定条件

静態 的消費者均衡 の安定条件 は,敷 用函数又は選択指標函数 を用 いる場合 に

は,周 知 の如 く,d2u<0則 ち,

OUIu2

UIUIlU12

U2U2tU22

Oulu2u3

Z6】【UllU12U13

,
Z62U21U22U23

1U。U,、U、2U33

,

OUIu2… …eCn

UIUIIU12'・ ・…Uln

U2U21U22・ ●・.●・U2n」

UnUnlUn2● ・・.・・Unn

(3.1)

の行列式 が左 か ら交互に正 ・負の値 を取 ること,で あ る。

単 なる数学上 の問題 としては勿論 これで よいであろ う。 然 し吾々経済学者 が

そ の経済的意味 に著 目して これ を眺めよ うとす るときは,そ れが一体何 を意味

して い るのか,さ つば り分 らない。如何 に複雑 な数式 を並べてみ た所 で,そ れ

か ら得 られ 為経済的意味は ・π が極大塗 ら安定 ・極小な ら不 安定 ・とい う判 り

切 つ た こ と丈 けで あつ て,(3・1)の 式 は吾 々に何 等 の新 しい知 識 を も与 えて は

呉 れ ない の で あ る。 則 ち,(3.1)の 各 行 列式 の元 素 で あ る 〃、,u2,…,Unに 就

て はそ の符 号 が正 で あ る こ とだ け しか 分 らず,そ の具体 的数 値 を実 測 す る こ と

は 不 可 能 で あ る。 ま してU、 、,U、2,…,〃nnに 至 つ て は そ の正 負 の判 別す ら出
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来 ないので あ るか ら,(3.1)の 行列式 の各元素 の値 を測つて式 の正負 を判定す

ることな どは思い もよ らない。

栗村雄 吉氏が ノ リスの 「消費者需要 の理論 」 を引用 して,「 ピ ックスの見解

は 余 りに形式的で あ り過 ぎて,経 済的意味 の追求 に欠け る所が あ るとの非難が
(1)

高 い よ うで あ る」 と して居 られ るの も,此 の辺 の事情 を物 語 る もので あ ろ う。

第2節 限界代替率 に よる安定条件(1)

そ こで吾 々 として は,上 述 の如 き敷用極大条件 によ る安定条件論 を棄て 、,

そ の代 りに可測的 な限界代替率 に よる安定条件 を考 えなければな らない。 前 章

に於 て吾 々は所得 の極限値 を求 めることによつて均衡条 件式 を導いたので ある

が,こ れ に対 す る安定条件 は,従 つて,所 得Eの 極小条件 を求 め ることによ

つ て得 られるで あろ う。無差別的 な多 くの購 入組合せが 与え られた場 合,総 て

の 消費者がそ の中で最 も貨幣支出 の少 い点で安定す るで あろ うことは;吾 々の

日常経験 に照 して 自明の ことで ある。
　

そ こで,同 一無 差 別 曲面 上 の移 動 に 於 け る貨 幣 支 出Eの 極 小条 件,則 ち

d2E>0が 成 立す る為 の条 件 を求 め ると,x2,x3,・ ・,Xnを 自変 数,Xlを それ

らの従 属 変数 と見 て,

E.E23… …E%

&,,E22E23,… …,E・ ・E33… ・-E・n(3.2)
E32E33

En2En3… …Enn

が 悉 く正 値 を取 るこ とを要す る。 蕪 にEはXt,Xjの 変 化 に 対 して連続 で あ

るか らEtj=E/1が 成 立 し,従 つて右 の様 な対 称 的 形式 に書 くことが 出 来 る。

Sll(3.2)の 行 列 式 群 が如 何 な る経 済的 意味 を持 つ て い るか を 検 討 しなけ れ

ば な らない の で あ るが,そ れ に は(3.2)の 儘 の形 で は不 便 で あ るので,こ れ

を 交代 行列 式(ReeiprocalDeterminant)の 定 理 に よつ て変 形 す れ ば,右 端

の@-1)次 の行 列式 を5と し 、そ のErrに 関す る余因 子 を δ酬 で表 わす こ

と と して,

(註1)栗 村雄吉,古 谷弘 「近代理論経済学の発展動向」(エ コノ ミス ト25周年記念

特集号,13頁)。
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δし>0;δLrr>0(r=2,3ジ ・・,n-1)(3.3)

とす る こ とが 出 来 る。 そ の証 明 は 次 の 通 りで あ る。(3.2)の 行 列 式 の 各 々 を

D2,D3,…,Dnと 略 記 す れ ば,交 代 行 列 式 の 定 理 に よ り,

5t・n--i,n_15n,n_1

δしn,n_15Ln,n
Dn=一 一 一 ニー(&は 対 称 形 な る故5Ln-1,n

1)n-2=5し ・,n-r

が 成 立 す る。 然 る に 安 定 条 件 はDn,Dn.2何 れ もプ ラス で あ る こ と を意 味 す る

か ら,右 式 の 分 子 の 行 列 式 もま た プ ラス で な/くて は な ら な い 。 故 に

5Ln-・ ・n-・ ・iLn,n-・i
-5L。

,。5th.,,。.、,..,5LZ,。.i>。

5しn,n_1∂ ・n,nl

　

然 る に(5Ln,n.1)は 必 ら ず プ ラス で あ るか ら,δLn,n× ・5tn.i,n.1も 又 プ ラ ス

で な け れ ば な ら な い 。 所 で δしntnはD.-ilc外 な らず,従 つ て こ れ も又 安 定 均L

衡 に於 て は プ ラ ス の 値 を 取 る か ら,5tn.1,n.iも 従 つ て プ ラ ス で な け れ ば な ら

な い。

更 に又,

D易 ・=

●

れ

が

払

鰯

μ

れ

　

れ

5

5

3

司

d

η

%

π

9
一

1

1

一

一

一

れ

れ

れ

5

5

3

瑠

4

π

π

π

2

2

04

一

一

噛

れ

の

れ

5

3

3

Dπ_3

一>0

が 成 立 ち,理>0,D。.3>0で あ るか ら分 子 の 行列 式 も正 で あ る。 この分 子 の

行 列 式 の,σ,紛 元 素 の余因 子 を ε猛 で表 わせ ば,

諏!藍 徽 鴬:L認:Lε ・ε識 〉。
5t,n-,,nst.。 一、,nsL。,nstnnDn-i

然 る に,

ε・・一 壼綴 一働 譜 〉・
.

な る こ と は証 明 済 み で あ り且 つDn-1>O,(&2)2>0で あ る か ら,残 つ た £2x
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もま た正 で あ る。 故 に,

£ …=匿 蹴2灘=5t・nsLn-2 ,・.,-5tZ.,,,〉 ・ ・

然 るに5Lnn=Dn-1>0,(5n-2,n)2>0で あ る か ら,従 つ て5Ln .2,n-2も ま た

正 で な くて は な らな い 。

以 上 の 証 明 過 程 を繰 返 えす こ と に よ り一 般 に5trr>0(r=2,3、 …,n)な る

こ とが 証 明 され る の で あ る 。 逆 に5t,rr
,δ し>0が 成 立 つ と きは,こ れ か ら(3.

2)の 関 係 を 導 く こ とが 出 来 るか ら,今 後 は(3 .2)の 代 りに(3.3)を 使 用 す

る こ と に す る 。

第3節 限 界 代 替 率 に よ る安 定 条 件(皿)

上 記 の(3・2)の 各 元 素 を ・x1はx2,x3,…,Xnの 従 属 変 数 で あ り,且 つ 購 入

組 合 せ 点(』rユ,ユ 「2,・・◎』【9n)は 必 ず 同 一 無 差 別 曲 面 上 に 在 る とい う束 縛 条 件 に 着 目

し て 変 形 す れ ば,

∂XlE
』iCPi 十Pt=Pi/Si十Pi∂

Xi

∴E・'一'"P'(Stl∂x・/∂XJ+sの_-P、(Sii/S」+sの

(s・)・ 一(sの ・(3・4)

と な る か ら,こ れ をDn,則 ち5t,の 各 元 素 に 代 入 す れ ば
,

IEzaE.…E・n}S21/S・+S,,S21/S,+8_・8,、/Sn+S2n

(P・)n"1S、1/S,+S32S,、/S、+S33…S、 、/Sn+S、n
lE・2E33"・E・ ・
1

ヒ'

lEn・E・ ・…E　

(一 一Pln-一

(s・zs、 …s。)、

(s2s3…Sn)2

⊥
1S2
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S22S23…S2。

s2,s33…s3n

■ ● ● ●

Sn2Sn3…Snn

S,,S箆S別 …5勉

S。1S32S34…S3n

l+・
o

+(-1)2+1

+(-1)n+1

■

52

∴5し=

S21S23…Spm

SgiSあ …S3n

◎ ■.● ■o■o

1
一

S一
η

・■ ● ● ●

SnlSn3…Snn

1

t

SnlSn2S.・ 。・Snn

s21s22-一 ・s2,n__i

53、S32…S3,。 一、

■ ■ ● 画 ● ■ ● ■ づ,●

s。 、s。2…s。,。 一、

E.恥 …E2n

E,,E.…E3n

.
'

(-Pi)n`'1

● ●

(s2s3…s。)2

o・ ■ ●,

En2En3…Enn

従 つ て δし

表 わ され る。

1-1/S2…-1/Sn

S21S22… …S2,;

=

(-P、)n-1

(s2Ss…s。)2

,層 ■,● ● ●60■o●

s刎Sn2… …Snn

11 -1/S,…-1/S
。

521S22… …S2n

3rr=

,9・ ■ ● ● ● ●o● ■

S・ ・S・2・ ∵ …Snn

(3.5)

のErrに 関す る余因子 も又,次 の如 き限界代替率函数 の行列式 で

s婁 ×(一 一P、)n-2

(s2s、 …Sn)2

・1-1/S2… …-1/Sr -、01-/S,.、 …-1/S。

S2[S22・ ・… …S2,r_10S2,r+1…S2n

● ● ○ ■.● ● ● ● ● ・ ・...●, 9● ■ ■ 」 ■ ・.●

S・ 一・,・S・ 一・,・…S・ 一… 一・OS卜 恥 ・…Sr-・ ・nl

S,iS,,2…S,,,一 、1S,,炉.、 …S。n

Sr+4,、S,+・,2…S,+1,.一 、OSr+、,.+、 …S,+、,。

,● 脚 ● ● ・...叫,・ 。'曹.9'6.・.・

Snl

そ こ'で5と5レrと の比 を取れ ば

〆

SnZf

.■ ・・LO● ● ● ■ ● ●go● ●

…S。
,r-、OS。,r+、 …S。 。

・
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1-1/S2…-1/S.-10-1/Sr+1…-1/Sn

S2、S22…52,,一 、OS2,,+、 …Spm

S,lSr2…Sr,r-11Sr,r+1…Srn

Sn、S。2…S。,卜 、OSn,,+、 ・・S脇

一61一

1-1/S2… 一/ISn

S2.S2、 …S2,i

S飢Sn2…Snn

この様 な同型 の二 つ の行 列式 の比 は,必 ず何 等 か の聯 立 方程 式 の解 で あ る。此

の場 合 は,そ れ は,(2.4)の 静態 的 均衡 条 件 の聯 立方 程 式 を,ρ.以 外 の総 て

の価 格一 定,購 入 組合 せ点 の 同一 無 差 別 曲線 上 の移動 とい う束 縛 条 件 の 下 に

Prで 微分 す る ことに よつて 求 め られ る一一dXr/dPrの 値 に外 な らない 。 則 ち,

S`(X1.X2,..,,Xn)=-Pt/1う 重 σ=2,3,・;・,")

を上 記 の条 件 の下 に ρ,で 微 分 す れ ば,

畿+一 瑠 ・驚++粥 ・激 一・

翻 絵+亀 舞++轟 農 一・ ・

dx2dXi

十Sr2s,1 十dP
rdPr

+編 」畿 一P・/P3・ ・s3/Pi

(3.3)

s暢1+飾 激++恥 農 一・

と な る。 この第一 式 はdXl,dx2,…,dXnが 同一 無 差 別 曲面 上 の 変位 で あ る こ

とを示 してい る。 これ か らdXr/dPrを 求 めれ ば,

dXr(Sr)2

dPrPi

1-1/S2…-1/S卜 、0-1/S,+、 …-1/S脆

S飢S温2…S2,,一 、OS2,.+、 …S2。

S,lSr2…Sr,r-11Sr,r+1…Sr-n

S。 、S。2…S。,,.、OS。,,+、 …S。 。

1-1/S2…-1/Sn

S2iS22…Sen

Sπ 、S処2…S脇 鴨

(3.9)
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この右辺 は(3.7)の 右辺 と全 く同型 で あ り,唯 符 号 が異 る丈 で あ るか ら,

5LrrdXrdSrdXr

S=一4バ ーdPr× 菰(3・10)

此 の様 にdSrを 分 母子 に乗 じて もそ の値 は変 らず,且 つP、 一 定 とい う条件 の

下 で はr財 の限 界 代 替率SrはPrだ け の函数 で あ るか らdSr/dPrとdxr/dSr

とは何れ も一 義 的 に確定 され る。

所 で
し

需 一4(一 力、/ρ.dPr)一妻 〉・;・ 〉 ・;5t,rr>・

であ るか ら(3.2)の 安定条件 は次 の如 く縮約的に表現 され る。

dXr鴨

4S。<0(・-2β ・… ・の(3・11)

斯様 に簡単 明瞭 な形 に書 き改 め られ る ことに よ り(3.2)の 複 雑 な形 で は直観

的 に理 解 し難 かつ た所 の経 済 的意 味 が 非常 に はつ き りと して く る。(3ユ1)の

安定 条件 を言葉 で言 い表 わす な らば 「均衛 購 入 点 が 同一無 差 別曲 面 に沿 つ て移

動 す る場合,任 意 の1財 の限 界代 替 率Srが 増 加 す ると き は そ の購 入 量Xrは

減 少 し,Srが 減 少す る と きは反対 にXrが 増 大 す るな らば,そ の点 に於 け る均

衡 は 安定 で あ る 」とな るで あろ う℃

第4節 安定 条 件式 の展 開

(3.9)の 式 の の分 母,則 ち5を そ の第r行 の総 て の 元 素 に 就 て展 開 す れ

ば,(3.9)の 式 の右 辺 の分 母 の行 列式 の(i,le)元 素 の余因 子 をAtん で表 わ し

て,

dxrPi/ρ3

dPr ん πA.2Arl

sガ ん
,+Sr・}互i計 …'+s・ ・ 砺

所 で,A,i/A,。 は 次 の 聯 立 方 程 式 の 解 で あ る 。 則 ち,

dXr+1dXidXr_i

『
dx2

+-1/S2 十 」t'十 一1/Sr-1+-1/S。+'dX
rdXrdXrdXr

dXn
=1/Sr十 ・一 ・十 一1/S

ndX
r
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畷1+翰 農+… …+s・ ・r-・4農;1+亀 …4農}1+…
dXn

… 十s2
ft=`-s2rd

Xr
■

dXidx2dXr-idXr+1

s・ 一… ヨ 薦 「+s・ 一…d

xr+.…+Sr-… 一・dxr+s・ 一・,r+・dxr+一 一●

dXn
'"+s・ -i・・Zili;;=-s・-1・r

Sr・・,審}+亀 匪 農+一 ・+鉱 困4誌1+Sr・ 騨 物1+…

げκπ
…+Sr+・

・ガ 薦 ニ ーs・+'・r'

dXr-idX2dXi

十 ・… ・・十Sn,r_1 十Sn,r+tSnl 十s虚d
XrdXrdよ.

dXn
…+s・ ・万=-s・ ・

dx`/dxr=Ari/ノlrr(i=1,2ダ ・・…,n)

dPrndXi

三s・ ・dxr

と 書 き改 め られ る。更 にdXiを 微 分 と考 えて,

dxrdSrdXr　 ニ 　へ 　
dPrdPrn'

E]SridXi
盛=1

dXrdSr
=一 ×

dSrdPr

と 変 形 す る ことが 出来,(3・10)と 一 致 す る。

第5節 安定 条 件式 の幾 何 学 的 解釈

dXr+1

十 …dX
r

を 解 け ば,

(3.14)

これ は,紛 財 の価 格 か が 変 化す るにつ れて 均衡 購 入 点 が 同一 無差 別 曲面 上 を

移動 す る場 合 の軌 跡(そ れ は一 つ の 空 間曲線 を なす)の 方 向 係 数 に 外 な ら な

い 。従 つ て(3.12)は,

dxrPi/P睾

(3.15)

(3.16)

上記 の安定条件式は,其 の幾何 学的解釈を考 えることによつて,そ の経済的
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意味 を,よ り良 く理 解す ることが 出来 る。

安定条件式(3.11)の 幾何学的意味 は次 の通 りで あ る。点Q、 を一つの均衡

購 入点 とし,こ の点か ら出発 して 同一無差別曲面上の他 の点Q2へ 移動す る場

合,紛 財 の限界代替率だけが変化 して,他 の財 の限界代替率 を変 えない様 にす

るな らば,其 の軌跡は一つ の空間曲線 を描 くで あろ う。 此 の空間曲線(限 界代

替率消費曲線 と名附け る)を"次 元選択空間内の(Xl,Xr)平 面 に投 映 す るな

らば,そ の曲線 が原点 に向つて凸であ るか凹で あるかによつて,次 図の如 くな

るであろ う。

安定条件(3・11)は

Zf 第1図 の如 く
,無 差

↑

A.srr>o別 曲繍 源 点に向つ

曳 て凸で ある場合 は,0X
r<0

成立つ けれ ども,第

器 く02図 の如 く凹 な る=場

合 に は,成 立 た な

い。従 つ て,安 定 条

4

＼

茅 一 囚

/

彩

件を幾何学的に表現

す れ ば,それ は,「 無

差別 曲線が原点 に向

って凸で ある こと」

で ある。

これを更に静力学

的 に表 わす な らば,

・無差別曲面 を π 次元 の皿 と考 え
,原 点 の側に重力の中心が あ るものとし,等支

出面 を水平面 と見倣す な らば,そ の皿 の上を 自由に移動す る質点は,そ の皿の

最低部で停止す る,と い うことと同義 的で あ る。その皿が第1図 の如 く上 向 き

で ある場 合は,そ の質点は完全 に均衡点で静止 し,た とい指で押 してその位 置

を変 えたとして も再び元 の点へ戻 るで あろ う。 然 し第2図 の如 く皿が下向 きに

置 かれてい る場合 にはその上 に置か れた質点 は その天辺で停止す ることが 出来
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だ と しで も,僅 か の外力で も滑 り落 ちて しまい,更 にそれ を元 の点 に引戻す為

』κγ

4Sr>o

ぞ∠/r>0

Pズ ノ

A,8r>0

Ωユ

ズノ

芽 二 回

の外力が加 え られぬ限 り,そ の 質 点 は 再 び元 の均衡点 には復帰 しないで あろ

う。,

以上 の論議 は総て同一無差別曲面上の移動 に就 てのみ考 えた ものであつ たか

ら,そ の推論 過程 に於て は,限 界代替率だ けが使用 され,選 択指標の性質,そ

の単調増加性 の有無 には全然無 関係で あつた。 然 し現 実 的 な均 衡 過程 に於て

は,右 の様 な束縛条件は全然存在 しない。

そ こで第3図 の如 く,無 差別 曲線1が 原点 に向つて凸で あると して も,こ れ

よ りも原点に近 い側に在 る他の一 つの無差別曲線0の 選択指標の方 が若 し1の

それよ りも大で あるとす るな らば,同 一価 格体系 の下 に於 け る0の 上の均衡点
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茅 三 囚

Q・はQ・ よ りも少額

の貨幣支出で あ り乍

ら而 もよ り多 くの満

足 を与 え る結果 とな

り,そ の消費者 は必

ずQ,点 には 落 着 か

ず にQ。 点の方 に移

動す るであろ う。従

つてQ、 点 は必ず し

も安定点ではな くな

つて終 う。

従つ て序文に於 て

も述べ た通 り,安 定

条件 としては(3・11)

だ けでは不充分で あ

つて,更 に選択指標

函数が各財の単調増

加函数で あることを

必要 とす る。 然 しこれは単 に 「財の量はに多いほ ど好ま しい」 とい う極 めて 自 ・

明 な人間慾望の本 性 を示す丈 けの もので あつて,別 に取立て て述べ る必要 は殆

ど認 め られない。 これだけ の こ と を わ ざ わぎ面倒 な数学的函数で表 わす こと

は,労 多 くして功 少 し,と い うだけで な く,却 つ て多 くの誤謬 の源泉 とな るも

の で あるか ら,数 学的表現 は之 を避 け るべ きで あろ う。

第6節 敷用函数行列式 と限界代替行列式 との換 算関係'

最 後に,敷 用函数 によ る安定条件 と,限 界代替率 によ るそれ とが果 して同じ

もので あるか ど うか を直接的に確 めて置 こ う。 行列式の一般的性質,則 ち,任

意 の一行に任意の数 を乗 じて他 の任意の行 に加へて も,行 列 式 の 値 は変 らな

い,と い う性質 を利用すれ ば,次 の如 き変形が 可能で ある。
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〃i/Ul

UlU21-U2Z411

(u2)2

UlU31--U3U1】

、

(u、)n"1 (u3)2

第7巻 第1号

π2/uユ … …Un/uエ

"1ぞ雛 麹 一 …"1篶 響 判

UtU32『UgU12Ul多t3n-U3Uln
サロ　コ　ほ 　　 　 　

(%・)2'(u・)2-1

UIUnl-'Un伽%、Un2'-UnU、2UIUnn一 π π 娠
の　コリのり

(eCn)2(eCn)2(eCn)2

然 る に 定 義 に よ り,●

恥 一 ∂(一%、/〃,∂X
s)一 絢 器 晦 ・

で あ る か ら,.

●

.{・ 一為 一 一Ys.1　

ド 讐)鋼1::1::1:二

}SnlSn2Snn

-一(Ul',・ ・1・ 一為 一 一瑠

(S2S.…Sn)2S

21S22S2n!
　

S31S32S、 。}

s飢s・ ・ 嗣

こ れ に(3.5)の 関 係 を 代 入 す れ ば,

・ulu,… ・・.UnレE22E2、._..E,n

.Ulu'1u12● …'Uln-(u、)n+・E・ ・E33… …E・n

"2幽"・ ・U・ ・'…U・nl=(-P、)・ 一・

%。u刎 π。2… …u。 。E姐E・3… …E・ ・

この関係式 を利用 し七(3.1)の 安定条件式 を書 き直 せば,

,

●
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一(〃1)3-(u江)4

←P、 アE・ ・;(一 一Pi)・

33

33

E

E

四

32

E

E

一(Ui)n+■

(-Pi)%一 且、

E2SiE23… …Esere

E32E33… …E3n

ロ

l
En2En3・ … ・・Enn

(3.19)

が 左 か ら交 互 に 正 負 の 値 を 取 る,と い う こ と に 等 しい 。 然 る に(3.19)の(r

--1)番 目 の 行 列 式 の 係 数 の符 号 は,

一(Ul)「+t/(-P1)「 一』 一(u1)「+1/(-1)「 一一i×Pl'一 ユ

ー← ・)r×バ 鵬 … ≧ ・(rが 偶数 な らば>O
rが 奇数 な らば く0)

∵P1>0,〃1>0

で あ るか ら,(3.19)の 総 て の行 列 式 の符 号 は何 れ も正 で な けれ ば な らない。

斯 く して 吾 々 は 、(3ユ)か ら出発 して論 理 学 的績 繹 だ け に よ り必 然 的(3.2)に

に到 達 す ち こ とが 出来 た。敷 用 函 数 行 列式(3.1)は,斯 く して,そ の敷 用 函数

的 外見 に も拘 らず,そ の真 の経 済 的意 味 は(3.2)と 全 く同一 で あ る ことが 証 明

さ れ たの で あ る。

第4章 所 得 敷 果

第1節 限界代替率 函数 によ る所得敷果

限界代替率 函数 によ る静態的消費者均衡条件 は(2・4)に よ り,

撫 ∴_か_の 醐
で あ る。 吾 々 は此 の(2n+1)個 の 文 字Pi,P2,…,Pn;x・,x2,…sXn;Eの 申

の 任 意 のn個 を常 数 に と る こ とに よ り,残 りの@+1)個 の 変数 の問 の均 衡

状 態 の下 に於 け る関 係 を確 定 す るこ とが 出来 る。 本 節 に於 て は,そ の中 で最 も

現 実的 な 場 合,則 ち,総 て の価 格が 一 定 不 変 で あ る場 合 に,総 ての財 の均 衡 購

入 量 と所 得Eと が如 何 な る函 数 関係 に立 つ か を 計 算 して み よ う。総 て の価 格

P、,P2,…,Pn-・ 定 の条 件 の下 に,(4.1)の 各方程 式 を所 得Eで で微 分 す れ ば,
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{寓 能1麟 ∵ ㈹
と な る。 こ の方 程 式 の 数 はn個 で あ り,未 知 数dXi/dE(i=1,2,…,n)の 数

も同 じn個 で あ るか ら,XrをXl,x2,…,Xnの 中 の 任 意 の 一 つ と す れ ば,聯

立 方 程 式(4.2)を 解 く こ と に よ つ て,dXr/dEを 価 格 と限 界 代 替 率 と の 函 数

と し て 求 め る こ とが 出 来 る。 則 ち,

lp・p2…Pr-・ ・P・+・ …PnP,P,.、.P.

82、S箆 …S2,.一 、OS2,.+、 …S2。S

2、S22…S2ndXr

万=s・ ・s・2'・s・,・ 一・os・ ・r・・…s・n÷(4.3)

Sn⊥Sn2・Snn

iSn・S・ ・'"S・ ・r-10S・,…'○'S・n、

この解 の行 列式 の各元 素 は総 て可測 的 で あ るか ら,こ れ に実 測値 を代入 す る こ

とに よつ て,dXr/dEの 値 を単 に そ の正負 だ けで な く,数 量 的 に確 定 す る こと

が 出来 る。

第2節 所 得 敷 果式 の展 開

(4。3)の 解 は,n2個 の元 素 を含 み,そ れ を全 部 実 測す るとい うこ とに な る と'

極 めて面 倒 で あ る。 又,(4.3)の まxの 形 で は,そ の経 済 的 意味 の把 握 に も困

難 を感 ず る。 そ こで,変 数 の数 を減 らして,'そ の経 済 的意 味 を もつ と明瞭 にす

るた めに,次 の如 き変 形 を加 える 。

(4.3)の 解 の分母 の行 列式 の元 素Prの 余因 子 をA・rと す れ ば,

dxrAir1

4En/11i(4.4)

需 姻 ・・ ΣP・A,r

他方,静 態 的 均衡 条 件式(4ユ)を,全 価 格 一 定 の条 件 の下 に,任 意 の財 の購rf

入量 κ・ で微 分 す れ ば,

∫滞 多窒三一器

1煮s"農 一・(醐 …・の
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と な るが,dXr/dXrは1に 等 し く,従 つて 未 知 数 の数 は1個 を減 じて(π 一1)

個 とな るので,上 記 の聯 立 方程 式 は過剰 決 定 に なつ て しま う。 そ こで,上 記 の

聯 立方 程 式 の うち,所 得 関係 を表 わす 第1式 を除 い て,残 りの@-1)個 の方

程 式 を聯 立 させ てdXr/dXsを 求 め れ ば,

毒s"一 農 一 ・ ・一鴉 …・の(4・5)

dXsAls
∴ 万=不(4・6)

斯 様 に して求 め られ たdXs/dx.は 一 体 如 何 な る経 済 的 意味 を持 つ で あろ う

か 。(4.1)の 聯 立 方程 式 は 均衡 購 入 点 を表 わす もの で あ り,(4.5)は,そ れ を

価 格 一定 の条 件 の下 に κrで 微 分 した もの で あ るか ら(所 得Eは 従 属 的 に 定

ま る),そ れ は所 謂 支 出拡 張 線 或 は所 得 支 出線 の微 分方 程 式 に外 な らず,dx,,

dx2,…,dXnは 夫 々 この支 出拡 張 線 上 の1点 に於 け るヴ ェ ク トル成 分 を表 わす

ものに外 な らな い 。従 つてdXs/dXrは(Xs,Xr)平 面 上 に投 映 され た支 出拡

張 線 の方 向係 数 で あ る。

そ こで,(4.6)の 解 を(4.4)に 代 入す れ ば,

dxrl

dE-ndXi(4・7)

濁 ρ・万

この支 出拡張線 の方 向係数 は之 を直接 に家計調査資料 か ち求 め る ことが 出

来,そ の数 も僅か に(n-1)個 に しか過 ぎな いか ら,所 得敷 果を計算す るには

(4.3)よ りも(4.7)の 方 が遙か に便 利であ る。

ノ(4・7)の 関係式 は又,右 の様 な廻 りくどい方 法によ らず と も,直 接 に之 を求

め る事 も出来 る。 則 ち,総 て の価格一定 の場合の所得Eの 微分dEを 求 めれ

ば,

　
dE=:i]'pidXi

i・・t1

更 に,両 辺 をdXrで 除 して そ の逆 数 を 取 れ ば,.

dxrl

dE-n Σ

Pidx
ilt1



ノ
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、
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となつて,(4。7)と 同 じ結果に到達す る。dXr/dEの 値の正負 に就 ての先験的

判 断は不可能 であ り,正 負何 れ の値 を も取 り得 るか ら,そ の判定には実測を必

要 とす る。 所 得が増 した場合 に も,あ らゆ る商品 の購入量が増加 す るとは限 ら

ず,申 には反対 に減少す る品 目 もあ ることは,吾 々の 日常経験す るところで あ

る。

第3節 敷用函数 によ る所得敷果

同 じ問題 を,敷 用指標函数 を使用 して解 く為には,均 衡 条件式(2.1)を,総

ての価 格 を固定 させ た上で,所 得Eに 就 て微分すればよい。則 ち,

嵩ρジ藷 一・

{瑞 悔 藷一。幽 の

.こ れ か らdXr/dEを 求 め れ ば,

OP、 …P,一 ・1P.+・ … カ 。.OP、P,・ ・ψ 。

P・u・1… π.,hO〃1,・+.…u・ π.ρ1π1、 π12…u、n

一藷 一 ρ・u21… 伽 ・ 伽 ・・'u・n÷P・u21"22…u・ ・z

1ウ%πn・ …Un,・ 一・0πn,・+ゴ ・・πnnP%〃 π、 〃n2… πnn

然 る に 均 衡 点 に 於 て はPr/u1=pi/Uiで あ る か ら,

OUIUr-1u〃r+1-'Un

O〃 、u2…9。

〃1UltUl,r.-tOUI,r+1…Utn

器 一(PiUl)2晩u・ ・u… 一・・u…+・ 一・u・・'÷(壽y碕 肋"●u`n

iUnnn、u。,,.、Ou。,,+、Unnu"U"'u"`A● ●'Unn

(4.8)

こ の 敷 用 指 標 函 数 を(3.12)の 換 算 式 に よ つ て 限 界 代 替 率 函 数 に 改 め れ ば,

1-1/S2…-1/S,.1u-1/S用 一1/Sn

S2LS22…S2,r-、OS2,r+1…S2。d
Xr-(π 玉)2

万=(S,,S、 …Sの ・S・ ・S・2…S・,r-・OS…+・ …S・ ・

s。ls。2…s。,.一 ・QSn,,+is。 。

、
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一(U1)n+1

(s2.…Sn)2

1-1/52…-1/Sn

S21S22…S2n

SriiSn:…Snn

一73-一

1-1/52…-1/5.-i1/P、-1/3,+、 …-1/S。

S21Sx2…S2,,一 、OS2,.+・ …S2,。

S、、S32…S、,,.ゼOS、,,+、 …S,,n

SnlSn2…Sn,r-10Sn,r+1…Snn

均 衡 点 に於 て は 一1!Si=Pt/P1で あ るか ら,

÷

π

雅

肋

'ρ

S

S

ユ

エ

夏

十

十

+

"

7

ア

2

3

カ

^

S

S

噌1

0

0

ユ

　

-

「

「

一

r

,

r

O
劃

3

'ρ

q
)

S

2

魁

33

・ρ

S

S

1

21

"

31

ρ

S

S

1-1/82…-1/Sn

s21s22…s2n

κ

E

4

.4

SnlSn2Sn,r-10Sn,r+1…Snn

s瓢s・ ・…s刺

PiP2…Pn

s21s22…s2η

SniSn2…Snn

と なつ て,結 局(4.3)と 全 く同 一 の結 果 に到 達 す る ことが証 明 され た。

第5章 価 格 致 果

第1節 限界代替率函数 によ る価 格敷果式

静態に於 ける消費者均衡条件(2・4)の 申 に現 れ る(2n+1)個 の文字 の申,

前 章では総 ての価 格 を一定 と したが,本 章に於ては,そ の価格の中 の任意 の一

つPrを 自変数に取 り,そ の代 りに所得Eを 常数 とす る。その結果常数 の数は

前同様n個 であ るか ら,残 りの変数 の数 も矢張 り@+1)個 で,従 つ て 均衡 条

件 聯立方程式(2.4)に よつてその申の@+1)個 を消去 して,P3;飢,x2,…,Xn

の申 の任意 の2変 数 の問の静態均衡 の下に於 け る関係 を一義的 に確定す ること

が 出来 る。

斯 くして,任 意 の1財 の価 格P。 だけが変化 して,他 の 総 ての価格 と所得E

とが一定 に保 たれ る場合 に,価 格 ρ.の変化が各財の均衡購 入 量 に 与 える影響

を確定す ることが出来 る。 此 の関係 を,所 得敷果 の命 名法 に倣 つて,価 格敷果

9
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と名 附 け る。

価 格 敷 果 の大 き さを数 学 的 に求 め る為 に,(2.4)を 上 記 の条件 の下 にPrで 一

微 分 す れ ば,

∂ 挽 ∂κ%∂Xlρ
・ ∂ρ

,+ρ ・'∂ρ,+.・+毎 ∂ρ,=噺

s・,-9-i';;+s22Zitl三++碗 諭 一・

&・器+s・ ・31i'll3++略 舞 一・

《5・1)

∂x2∂Xl 十S
r21S71 十∂ ρ

.∂ ρ.

∂ κπ+s
・n∂P

.=P・/(Pr)2

s・・za'x
.'一+亀・器++s一 器 一 ・

とな る。 そ こで,任 意 の1財 の均衡購 入量 に与 え る影 響 ∂κ、ノ∂Prを 求 めれ

ば,

畿一婁li警ll㍊ll構劃
睡 靴 ・・剣

S。 、Sn2…S。,,一 、OSn,・+…,Snn

P・Pp…P・ 一・ ・Ps…'・Pnレ ・-

S・ ・S・2'"5・,・ 一・05・,・+・'"S・ 例

一
・t"IS・ ・S・2'●.S・

,・一 ・O'S・,・+・ ・"'`S・ ・}

防 飢 ・…飾 一・・ 飾 ・・…嗣

]

PiP2・ ・'Pn

S21S2乞 …S2n

電

s。ts。2'jS。n

■
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11-1/S・

ls2,s22

旨

P・/P;isl
lSr2_

…-1/5・ 一・0鱒1/S・+r・ ・-1/3列

…S・
,・一・OS・,… …S・ ・1

_.!

Sr,s-11Sr,8+1… s-1

SnlSn2…Sn,s-10Sn,s+T…Snn

一75-一 一

+(5・2)

1講:::劇'11

1s・is・2… 剣

此 の(5.2)式 の 右 辺 第1項 は(4・3)に よ つ て,一 一x,dx・/dEに 等 し く,

又 第2項 は(3.7)と(3.10)と に よ り(P1/Pr)2×(dXs/dSr)壱 こ等 しい 。

又Xr=∂E/∂Pr;Pi/P9=∂Sr/∂Prで あ るか ら,

蕩 ン ー 雪葺 ×$ts+霧1;×ZiSIIiiii(5・3)

の如 く表 現す る ことが 出来 る。但 しEは 実 際 は常 数 で あ るか ら,∂E,dEを

夫 々所 得 の微 分 と考 え る な らば,∂E+dE=0則 ち ∂E=一 一dEで な くては な
(1)

らな い 。 そ こで(5・8)の 式 を次 の通 りに改 め る こ とが 出 来 る。

δSrδsε∂XsdEdhrs

∂ρr=一 砺 ×7万+δP,× δsr

これは,ピ ックスの所 謂 「スル ツキーの基本方程式」 の変形 された ものに外

な らない。 ヒ 。クスの与 えたま ～の形で は,そ の申に選 択指標函数 を含 んでい

るので,そ の経済的意味 の把握 に困難 を感ず るが,此 の様 な形 に書 き改め られ

(註1)サ ミzエ ルソ ンはスル ツキ ーの基 本方程 式 を次 の様 な形 で与 え てviる 。

K・・=一舞+窺 寄
,

これ をそ の ま 、吾 々の 符 号 に改 め るな らば,

∂Xs(IXsδXs

褥=囎 飾dE+一 研

とな る 。 これ は ピ ッ クス の 場 合 よ りも確 か に理 解 し易 い形 に 改 め られ て は い るが,

ど うせ 改 め るな らば,-Xrを もdE'δPrで 表 わ して 置 い た 方 が,よ り理 解 を助 け る

こ とに な るで あ ろ う。

(Samuelson=FoundationsofEconomicAnalysis.P.102.)
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ることによつて,そ の経 済的意味 を直観的に容易 に把握す ることが出来 るであ

ろ う。

その右辺第1項 は,Xr財 の価 格変化 δPrが 所得Eに 与 え る假 想的所得変化

dEを 考 え,こ の假想的所得変化(virtualincomedisplacement)がPrを

含 めての総ての価 格一定の条件 の下に,財 κsの均衡購入量に与 える変位dXs

を表 わす もので あるか ら,正 に所得敷果(ineomeeffec七)と 呼 ば るべ きで あ

り,又 そ の第2項 は,同 じXr財 の価格変化 δPrが 同一無差別 曲面上 に於 け る

限界代替率Srに 与 える変化 δSrを 考 え,そ の δSrが 更 にXsに 与 え る影響

δXsを 示す ものであ るか ら,代 替敷果(subslitu七ioneffect)と 呼 ばれてよい

であろ う。 斯 くして,価 格敷果 は所得敷果 と代替敷果 との和 として表 わ され る

ことにな る。

所 得敷果 に就 ては既 に先 の第4章 で充分述べた し,又 代替敷果 に就 ては第3

章 の安定条 件論に於 て説 明したので,詳 しい説 明は省 略す る。所得敷果 の値 は

既述 の如 く正負何れ の値 を も取 り得 るし,叉 代替敷果 の方 も必ず しも負 とは限

ちない ので,そ の合成敷果 として の価 格敷果 を量的 に確定す るには(5.4)の 各

項 に夫 々の実測値 を代入 してみ なけれ ば判 らない。

第2節 敷 用函数 による価 格敷果

同 じ価 格敷果 を敷 用函数或は 選択指標函数 を使つて求 め るには(2・1)の 消費

者均衡 条件式 を,か 以外 の総ての価 格 と所得Eと を常数 として か で微分す れ

ばよい。則 ち,

∂ ∬、 ,∂x2 ∂ 謝一十 一 ・… 十 ρπPi 十P2=-Xr

∂か ∂ρ, ∂ρ,

-A書 参 蜘 器 椀3多1+… ・一+略 舞 一・

∂Xl ∂ 劣η∂x2∂ μ
一 ρ・

∂Pr+u・ 「否 瓦+"22∂Pr+'…"+u・ ・ ∂Pr=0
(5・5)

∂x2 ∂ 謝∂Xl∂ μ

∂ ρ「+π ・ガ否 五;+…"●'+π ・・ ∂ρ,=μ一ρ・「∂房+π ・・

一伽器+爾 驚+鞠 器+一 …悔 器 一・
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を ∂κε/∂ρ.に つ い て 解 け ば,

皇詮姦:::1:∴訟::諏 皇オ論紘1
∂ ∬、

リパ ー幽 晩 …晦 ・μ舳 …伽 「 一餉 肋

一嫡 鞭 一軸 ・隔 、…嗣 二繭 砲'伽

然 るに均衡状態に於 ては あ/ρ 、=地/〃 、で あ るか ら,

器 一… 努+μ 努(5・6)

この 右 辺 第1項 は(4・8)に よ り 一一Xr∂Xr/∂Eに 等 しい 故,

∂ ∬、 ∂ κ,Urs(5
.7)

∂ρ,=一 κ・づ 「万+μ σ

ピックスは変形 を こ 、までで中止 して しまつ てい るために,そ の経済的意味

の追及が不徹底 なまs・・で放置 されてい る。 則 ち,右 辺第1項 の 一Xrは 一体何

を意味す るのか,又,第2項 は何故 に代替項 と呼ばれ るのか,こ のままの形で

は全 く理解 に苦 しむ。代替項 をXrsと 書 き換 えてみた所 で,何 等新 しい解釈 は

得 られ ない。 又,代 替項 と安定条件 とが全 く同じ もので あ ることの理 解が他 く

得 られない。

然 し,敷 用函数 を使用 した場合は,こ れ以上 の変形が不 可能 だ とい うのでは

な く,分 母分 子が同次 の敷 用函数行列式は必ず之 を限界代替率函数 に変換 し得

る筈で あるか ら,(5'7)を 更 に敷用指標函数 のまsで 変形 して(5.4)と 同型に

す るこ とが 出来 る。

そ こで,敷 用函数 によ る均衡条件 聯立方程式(2・1)を,Pr以 外の総 て の 価

格 を一定 として,ρ ・で微分すれば,所 得 は可変 であ るか ら,

A働+P2一 舞+

δXIδx2δμ
一 ρ・一研+Ul・ 万+鋸 ・・

δP.+'●

+拓 一鵠 一語 」訴

δκ%・
9…'+u・ ・

δ吾=o

δx2δμ δXl
一ρ・ δ

ρ.橘 ・ δρ,幅 ・『研+"

δXn(5・ εi)
…'●+π 隅 δ

.=μ

δx2δμ δXi
一 ρπ

δρ.+%・ ゴ δρ.+π … 一研+

δκ%
=0十 πππ幽δρ

。
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所 で(5・7)のXrは ∂E/∂ ρ.に 等 し く,そ の ∂Eを 一 つの 微 分 と考 えて

』dEと 置 け ば
,結 展 所 得 は不変 で な くて は な らない か ら,dE+δE=0で な く

て は な らず,又 ∂PrをdPrど 置 けば,dPr==D'Prで あ るか ら,

δE-dE

,1冴7=dPr=一(一 ・Xr)=Xr

δE
∴ δ[i)

.1"一"Xr==Xr-"Xr='O

と な り,従 つて(5・8)の 聯 立 微 分 方程 式 の 第1番 目の式 は次 の如 く書 き改 め

られ る。

A絵+P・S'1-++拓 舞 一・(5・9)

斯 く改 め られ た(5・8)式 を δXs/δP・ec就 て 解 け ば,

lOp、P,.P,一 、OPs+、_Pn l
し1"、 、u12,..u、,、.、o"、tS+ビ.Uln

δx3i

万=レ.〃.画,… 〃。β.、 μ π。,。+、… 〃.。

PnUn、 〃n2… π。,、一、Ou。,,+、 … πnn!

PtUrs

σ

こ れ を(5・7)に 代 入 し て,

器 一霧一×各芸+一絵

∂E δXsδSrdXs=一 菰 ×d
E+一 研 ×"菰

OPiPガ ・'Pn

PtμHUi2…Uln

PnUnlUn2…Unn

となつて,限 界代替率 函数 によ る解(5.4)と 全 く同じ結果に 到達す ることが 証

明 される。

第3節 価 格敷果の幾何学的解釈

スル ツキーの基本方程式 は,以 上 の様 な複雑 な聯立微分方程式 によ らな くて

も,微 分 を使用 す ることによつて,よ り簡単に,而 もよ り直観的 にこれを求め

ることが出来 る。
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代 替敷 果 に よ る変位 の微 少 量 を δPr;δS。;δXs,δX2,…,δXn;δEと し,所 得

敷 果 に よ る変位 の微 少 量 をdx、,ax2,…,dXn;dEと す る。価 格 敷 果 を,所 得

敷 果 と代 替敷 果 との 合成 と して考 え るな らば,価 格敷 果 は,先 ず総 て の価 格 一

定 の条件 の 下 に所 得 がdEだ け増す こ とに よつ て 同一 支 出拡 張 線 上 の 他 の点 で

新 しい 均衡 に 達 し(所 得 敷 果),然 る後r財 の 限 界 代 替 率Srが,Prの 変化

δP.を 通 じて δSrの 変 化 をす る ことによ り同一無 差 別 曲面 上 の他 の新 しい点 で

7

M

寒 評
燕
響

ユ7

乙 ∠!

ラ← 四 回
P(x,y)

Pノ(X+dx,y+dy)

Q(x+dsc+δx,y+4y+む)へ
Py×MMノ=・dE'

Py×MりM=δE=-dE

δs.一璽 ～些ζ多
OLノ ×0、L

ズ
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再 び均衡 に到達す る(代 替敷果)と い う二つ の過程 に分 けて考 え ることが出来

る。但 し,第1の 過程 によ る所得変化dEは,第2過 程 に於 け る所 得 変化 δE

によつて丁度打消 きれ な くてはな らない。

最 初 の出発点 をPと し,所 得敷果によ る申間均衡点をP',更 に代替敷果が

加つ た最終的均衡点 をQと す れば,ピ ックスに従 つて之 を次 の如 く図示す る

こ とが 出来 る 。

従 つて

器 一4結 δ鈎 一舞+」 議(5…)

この右辺 の各項 に それ ぞれ

一δE/dE;δsr/δsr

を乗 じて も値 は変 らない か ら,

.旦 竺=;δ 旦x.亜+δSr× δXs

∂ρ.dE δPr δPr δSr

となつ て,聯 立微 分 方 程 式 に よ る解(5・4)と 全 然 同 じ結 果 に到 達 す る。

更 に又,

{
dE=Pldx、+P2dx2+…+PndXn

δSr=SriδXi十Sr2δx2十 ・・ 十SrnδXn

δE/δPr=r

・1δs・/・Pr=:P・/P3

を 代 入 す る と

一 一一XrdXsPi/P睾 ●δXs

∂ κε/∂ ρ,=十 ね ゆ
ΣPidXiΣSriδXi
i・1i・ ・1

1P・/P3
=十 一

翻 畿 幽 一舞(5'13)

とな る。 弦 にdXi/dx、 は一定 の価 格体 系(Pi,P2,…,Pn)の 下 に於 け る所得

消 費 曲線 の傾 斜 で あ り,δ 鈎/δ 鈎 は価 格 か だ け が 変 化 す る場 合 の限 界 代 替

率 消 費 曲線 の方 向係 数 で あつて,何 れ も統 計資 料 に よ る実 測 が 可能 で あ る。
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第4節 多数価格変化 による価格敷果

以上3節 に亙って考察 して来た価格敷果 は,常 に1財 の価格だ けが変化す る

場合のみを取 り扱つて来 た。 然 し,現 実に於 け る物価変動は必ず二つ以上 の価

格が同時 に変化す るのを常 とす るので,1価 格の変動 だけしか考 えに入れない

スル ッキー基本方程式 は,そ の応用 の範囲 を極度に限定 され ざ るを得 ない。

ピックスは,多 数 の価 格が 同一比例で変化 す る場合 として,次 の式 を掲 げて

い る。則 ち,Pr,P。+1,…,P,+mが 悉 く同一割合で変 化す る場合 は,そ れに よつ
ロ　

て惹起 され るS財 の均衡購入量の変化 は次 の式で表わ され る。

急偏8監 一一(か 縮)瀦+翻 恥
多数 財 の価 格 変 化 を取上 げ た ことは,確 か に現 実へ の一 歩接 近 で は あ るが,

然 し同一 比 例 とい う条件 は全 く非現 実 的 で あ る。 而 も,彼 は右 の式 の証 明 を与

えては い な い。 本 節 に 於 て は,こ れ を更 に一般 化 して,多 数価 格 が個 々別 々に

変 化 す る場 合 の基 本方程 式 を求 め,ピ ックスの場 合 をそ の一特 殊例 と して証 明

す るこ と と した い。

拠,P.,Pr+1,・ ・,P,+mの 総 てが 個 々別 々に変 動 す る場 合,則 ち,そ の悉 くが

独 立 変 数 で あ る とす ると,変 数 がm個 増 加す る結 果,求 め る ∂Xs/∂Prは

Prとx,と の他 に更 にm個 の独立 変 数P。+、,か.2,…,Pr■mを 含 む こ と と な

り,そ の 値 を一 義 的 に確 定 す ることが 出来 な い。 そ こで,以 上 の如 き(m+1)

の

個 の価 格 変 化 を 伴 い な が ら も ∂ κ・/∂ ρ.を 一 義 的 に 確 定 す る為 に は,か と

か+1,Pr+2,…,P,+mと の 間 にm個 の 関係 式 を与 え る こ とが 必 要 で あ る。 こ の

関 係 式 を,時 間'を パ ラ メ ー タ ー と し て表 わ せ ば,

Pr+t=プ ㌃(')(i==0,1,2,…,n')

r"一 鵠 デ ー 噌 野 ÷L鵯 一仰(の 一・・〈Pr)(5・ ・5)

とな り,総 て の価 格変 化 は か の従 属 変数 と して表 わす こ とが 出来 る。

静 態的 消 費 者均 衡 条 件 式(2・4)を(5・15)の 束 縛 条 件 の下 にPrで 微 分 す

れ ば,

(註1)Hicks:ValueandCapita1,P.312.
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f9多 二

+'一 一'1//ニヲ
2--9jli三i-一+・ ・・…

s・・-9ii-+s22舞 ξ+・

+一 憶 齢 一一急 鷺 ㌔

…・・+s・n器 一…

&一 器+S・-1,・9,'一:ナ ……+恥 器 一・

翻 舞 慨 舞+・ …・・+磁 器 一三・

砺 ・18多1+s・+・,・ 器+… ・一+Sr・ ・,・・器 一1裟 鍔'

靹 器+餌 略 鑑 千・一 織 一3傷 考 ㌘

Sr+鵬+島・一一gewS`
.・+Sr+勉+馬23馨+・ ・・…+8…+鵬+・,n一書舞 一b

∂ 謬、 十S
n2Sn1 ∂ ρ

, 器+… …+賑 器 一・

(5・16)

とな り,こ れ を ∂κε/∂ か に就 て 解 け ば,

・丁為 …一馴

3v =s2ts22…s,一

}・1・

ls・・Sn・ … 飼

と 略 記 す る こ とに よ り,

・器 一一億1『 器 の 許+急 『♂髭君× 夢+'・s ・

∴2㌃ 一一(蕩」も㌘ 一_》3管+蕩 雫㌘ ×8∫lil、×畿

(5・16)

これがヌル ツ羊一の基本方程式 の最 も・一般的 な形 であ る。

価 格変化が悉 く比例的で あ る場 合は,

■

覧
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書 多宍 一 一竪(i-・ ・2・…・m)(5・ ・7)

・と な るか ら,こ れ を(5・16)に 代 入 す れ ば,

一器 一 一(急 ・1野紛・う8笠 一+齢 ヂ 渇 卵'

∴P・-i;-iXlif
.一一 《 蕩 か・一)3努+ゑ 伽 塩 ・(5・・8)

と な つ て,ピ ッ ク ス の 与 え た 式(5.14)と 完 全e(一 ・一致 す る。 左 辺 の形 が 異 る よ

うで あ るが,(5・18)の 左 辺 はPr,P,+lt…,Pr+mの 総 て の 変 化 に 基 く κsの 変

一動 割合 を示 す もの で あ るか ら,(5.14)の 左 辺 と全 く同 じ内容 を意 味 して い る。

第5節 集 団財 の価格敷果

前節 に於ては,1群 の価格変化が任意の1財 の均衡購入量に及 ぼす 影響 を考

察 した。 本節 に於 ては更 に,此 の多数価格 の変化が,そ の多数財全体 の均衡購

入金額 に如何 な る影響 を及ぼすか,に 就て考 えてみたい。'

1財 の価格変化 がそれ 自身の均衡購入量 に与 える影響 は(5・4)に よ り圏,

9舞.一 豊 ×盤+li-iir×liSi'.`一 一'xr×Xrr

∴ δか 器 一'一一δP・Xr× 箸篭+δP・Xrr(5・ ・9)

∴ か δ略 多卜 一δ隔 × 響+蝋 脇(5・2・)

(5.19)式 は価 格 変 化 δP.に よつ て生 ず るr財 均衡 購 入 量 の変 化 を示 す もの

で あ り,(5.20)式 は,こ れ に価 格Prを 乗 ず る ととに よ り,r財 えの支 出金 額

の 変 化 量 を示 して い る。

次 に,一 般 化 された 基 本方 程 式(5・16)に 就 て 同様 の操 作 を施 せ ば,

δか 器 一 一(陰 δρ・一)1盤+葛 δρ・+・・Xlr+1,・・(5・2・)

蜘 書笠 一 一(鵬Σ δρ.+μ 。+づ
i=O)蟻 速　

+森 混 δか ・tX・+…(5ぜ2)

と な る 。 更 に(5・22)を 一 般 化 し て,Xs財 だ け で な く,Xr,Xr+1,…,Xr+mの
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総 て の購 入金 額 に与 え る影 響 を見 るた め に,Sをrか ら(r+m)ま で 変化 さ

せ て,そ の累 計 を取 れ ば,

蕩 飼 δか 一る㌻デ ー 一(鵬Σ δρ.+`籍 ¢'口o)(蕩一餌 鰺 つ
　　

十 Σ ΣP,+,δ か+iXr+tXr+」(5・23)
tsOJaO

は,一 群 の財 の価 格 変化 が,同 じ一 群 の財 の均衡 購 入 金額 に与 え る変化 を示 す

ことに な る。 これ を単 一財 の場 合(5・20)と 比 較 す ると,両 者 は そ の総 和 記 号

を除 け ば全 く相 等 しい 。

従 つ て,一 群 の財 は消費 者 均衡 に於 て は単 一財 と同様 な行動 を取 る,と 言 う

こ とが 出来 る。 則 ち,単 一 財 の假 想 的所 得 変 化 は,(一 一δP,Xr),一 群 の財 の

それ は,Σ(一 δP.κ,)で あつ て,夫 々 に(P,`dXr/dE)或 は Σ(Pr・dXr

/dE)を 乗 じた値 が 夫 々の所 得敷 果 に よ る支 出金 額 の変 化 を表 わす 。 両者 の支

出拡 張 線 は 同一 で あ り,出 発点 も同一 で あ るか ら,そ の所 得 敷 果 の大 きさは假

想 的所 得変 化 量 の大小 に よつ て一・義 的 に義 的 に定 ま るこ と,単 一財 ・複 合財 の

如何 を問 わず,何 等 の相異 もな い。

代替 敷 果 に就 て も同様 で あ る。特 に,価 格が 比 例的 に変 化 す る場 合 はk5.17)

に よ り,代 替項 の値 は

　 の
Σ ΣPr+iPr+」Xr+j,r+」
i"05"o

に等 し くな り,従 つ て単 一財 の場 合 と同 じ くそ の 値 は必ず 負 で あつ て,価 格 が

上 れ ば,そ の一 群 へ の支 出合 計金 額 は減 じ,下 れ ば増す こ と とな る。

第6節 所得 変化を伴 う価格敷果

第4節 に於て は多数財 の価 格変 化によ る所得敷果 を説 明 したが,そ の際,所

得Eは 常数 として取扱 われた。然 し現実 の価格変動 は必 らず 何等 かの所 得変

化 を伴 うもので あ るか ら㍉本節 に於 ては所 得 も変 るものとして基本方程式 を更

に一般化 してみたい。

P・をnum6raireと して,そ れ以 外の総て の価格 と,所 得Eと を時間の函

数 と考 え る。 この条件 の下 に消 費者 均衡 条件聯立方程式(2・4)をtで 微分す

れば,
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血 嚢+加 ㌘+一+加 讐 一一急 躯+望 。

亀 警+s箆 ㌘+一+s・n肇 一箋 ×讐

亀 嚢 一+鋤 讐+一+品 一警 一多勃× 鵠

(5・24)

これを ∂急/∂'に 就て解 けば

袈 一(一蕩 芸穿㌔+急 タ)診+鹸 ×等x号L

-(π δ1ケ喜4E一混
δ≠Xi+ヨr)一 藷+絵 一× 諺1× 一謡(翫25)

δ津8許 一 一禽δ蝕+4E讐+嵯 妾 δ卿(5・27)

更 に これ のrを1か らnま で変化 させ て合 計す れば,

煮 δ∫讐 一(一'ri」£,δPtx,+dE)ゑ 讐

+浅 毒 衰 × 努 」 ,(5・28)

(5.27)の 経 済 的 意 味 は次 の通 りで あ る。

基 準 時点 か ら δt経 過 す る 間 に,価 格 がPi,P2,…,Pnか らPi,P2+δP,,…,

Pn+δPnに 変 化 し,同 時 に所得 がEか らE+dEに 変 化 した とす ると,そ

れ に よつ て惹 起 され るr財 の均衡購 入 量 の変 化 量 は,所 得 敷 果dxrと,代 替

敷 果 δκ,との合計 と㌧ て表 わされ る。その申,所 得敷果の夫 ききは,実 際の所

得 変化dEと,各 財 の価 格変動 によ る假 想的 所 得 変 化(・・一一ΣδPiiXi)と の和

に 等 しい所得増加が,基 準時点 の価 格体系の下で生 じた場合に生ずべ き均衡購

入量の変化 に等 しい。 従つてそ れは,基 準時点 の所得 階級別生計費資料が あれ

ば,之 を統計的 に確定す る事が で きる。更 に合成敷 果 た る(δXr+dXr)の 値

この両辺 に δ'及 び か δ'を 乗 ずれば,

δ≠祭 《 一蕩δ酬4E)」 藷 一+鹸 δ晒(5・%)

()

の
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は容 易 に統 計 的確 定 が 可 能 で あ り,従 つ て代 替敷 果 δκ,の 大 き さ も経 験的 に

之 を求 め る こ とが 出来 乙。

此 の様 な手 続 きを総 て の財 に就 て行 えば,δXl,δX2…,δXnの 具 体 的数 値 が 求

め ら れ る が,(Xi十dXl,X2十dx2…,Xn十dXn)と(Xl十dXi十 δXl,X2十

dx2+δx2,…,x。+dXn+δXn)と は 同一 無 差 別 曲線 上 の二 つ の 消 費 組 合せ 点

で あ るか ら,前 者 に は基準 時点 の価 格,後 者 に は比 較 時点 の価 格 をそ れ ぞれ乗

じて,そ の比 を求 め る こと に よ り,両 時点 の 間 の函 数 的物 価 指数 を計 算 す る こ

とが 出来 る。

補論1独 立財の仮定に就て

本文中 に も既 に述べ た如 く,内 省心理学的概 念で ある敷用 は本質 的 に非可測i

的量で あつて,総 ての敷用測定理 論は,そ の結論 として証明すべ き可測性 を假

設 としで予 め持ち込 むとい う論理 的誤謬 を侵 してい るので ある。

価 格 と購入量 とに関す る統計的知識 は,限 界代替率函数 を一義的に確 定 し,

従 つて選択指標 函数(そ の単調増加変換群 を含む)を 確定す るけれ ども,そ れ

か ら敷用函数(そ の常数倍 を も含 む)を 確定す ることは出来 ない。 叉,内 省的

観察 自体か ら敷用測 度を確定す るこ とは勿論不 可能 であ る。

然 らば,フ ィ。シャー,プ リワシ昌等 の測定法は一体 何 を 根 拠 としてい るので あ

ろ うか。 それは既 に何度 も1繰返 した如 く,所 謂9。 ヂ ワース的独立 財 の假定 な

ので ある。

以上 の論議 を更 に数学的に よ り厳密 に論ず るな らば,左 の如 くな る じあろ

Po

エ 。ヂワース的独立財 の椴定 とは,選 択指標が左の如 き形 を持つ ことに外 な

らない。 勿論 それ に任意 の常数 σ を乗 じた指 標 もまた適 格 で あ る。何 となれ
の

ば,α を乗 ず ることは単に測定単位 を変更す るだ けで あつて,測 度 自体 を変 え

るものではないか ら。

q=a{∫(x)+9(y)}(1)

他方,統 計的 に確定 された選択指標函数 群(単 調増加変換 を含 む)を,

H(x,ア)(2)
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・ とした場合,こ れを{1)の形 に変換す る単 調増加変換が必ず存在す るな らば,斯

様 な変換 を採用す ることは何等新 しい假 定 を導 入 す る ことにはな らな い。 然

し,斯 様 な変換が存在 し得 るのは囲が或 る特殊 な型 を持つ一群の函数 に属す る
な ロ 　

ことを必要 とす る,と サ ミュエル ソンは言 う。

その特殊な函数群 とは,左 の如 きもので あ る。

亀 一誤 号(3)

経 済的に与 え られ た無差 別野が右 の型に属す るか 否かは,勿 論 これを経済的に

確定す ることが出来 る。 然 し果 して図が成立すれ ば,必 らずその指標 はωの如

き形 を取 らねばな らぬで あろ うか?彼 は〔3)の解 として,左g如 き指標函数 を
く　ナ

与えている。

ψ一1ン(肋+∫1た ω の 一f(x)+9ω ・(4),

然 し,此 の解法 には疑問が ある。何 となれば,(3}は 之 を左 の如 き形 に改めて

も,少 し も経験的事実 には矛盾 しない筈で ある。

・S y一轟 驚 ㍊ 盤}(5)

これ を解 けば,

ψ=F{f(x)・ 十・9(y)}(6)

とな り,従 つて

ψx=Fi{f(x)十9(.),)}∫ ノ(x)1

qy=F!{f(x)十9(y)}9,(y)(7)

qxy=Fiifノ(X)9ノ(ツ)

となつ て,Fllキ0な る場 合 は13}は必 ず し も独 立財 た る ことを保証 す る もので は

な い 。而 もF"=0で あ る こと を経 験 的IC確 め る手 段 は全 く存 在 し ない ので あ

るか ら,統 計的 に確 定 され た無 差別 函数 の形 か ら,そ れが 独立 財 で あ るか 否 か

を検 証 す る手 段 も亦全 く存 在 しな い,と 言 うことが 出 来 る。

然 らば フィッシャー,プ リッシュ等 の敷 用 測定 論 者 は此 の点 を如 何 に処 置 す るか

φ

(註1)Samuelson:FoundationsofEcouonicAnalysis,p.172.

(註2)Do・,P.177.
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?彼 等 は,サ ミュエル ソ ンの如 き数 学 的検 討 を全 く行 わず に,頭 か ら田 の成

立 を假 安 して い るの で あ る。

この(1】の假 定 は,指 標 の或 る特 定 の値

ノ(x)十9(.y)

と そ れ に任意 常 数 を乗 ず る変換 以 外 の指 標 は之 を認 め な い,と い う こ と で あ

り,そ れ は取 りも直 さず,可 測 量 的 な,カ ー デ ィナル な指標 だ け を採 用 す る こ

と に外 な らな い。 則 ち(1}の假定 を認 め る ことは,敷 用 の可 測性 を假 定 す る こ と

と 同義 的 で あ る。

斯 くして証 明すべ き命 題 は,(1}を 假 定 す る ことに よつて,予 め こつ そ りと持

込 まれ て い たの で あ る。

若 し将 来 再 び敷 用 測 定 法 を考 察 しよ うとす る人 々が現 れ るな らば,斯 様 な独

立 財 の假 定 を使用 す る ことな しに これ を考 え るこ とを必要 とす るで あろ う。

.補 論2二 重価格制度下 の消費者均衡

現 在(昭 和23年)吾 国 にお いて は,大 部 分 の種 類 の財 に就 て,公 定価 格 に よ

る一 定 の配 給 量 と,闇 価 格 に よ る不 足 分 の 補 充 的購 入 とが 存 在 す る。此 の場

合 既 述 の消 費者 均 衡 条 件 は如 何 に改 め られ るべ きで あろ うか?

ゴ財 の公 定価 格 と配給 量 とを夫 々 あ,⑳ とし,そ の 闇価 格 と闇購 入量 とを夫

々 πs、Xtと し,そ の合 計量 をQ`と す れ ば,一 定 所 得Eを 有 す る消 費者 の均

衡 条件 は,

ΣPtqi+Σ7rtXi==E(1)

な る条件 の下 に

u(Q1,Q2,…,Qn)(2)

の 極 大 条 件 を求 め る こ とに 帰 着 す る6(Nの 中,ρ 蛋,qt,πi,Eは 所 与 で あ

り,変 数 は 貌 丈 けで あ るか ら,ラ グ ラ ンジュの 未 定 常 数 λ を使 用 す れ ば,極

大 条 件 は

u(Q、,Q,,…,Q。)+λ{ΣPtqi+Σ7ZiXi-E}(3)

を 鈎 で偏 微 分 して零 と置 い た聯立 方 程 式

ρ
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u。i(Q,,…,Qの+λ πi==O(ゴ=1,2,…,n)

∴u・t(Q,・'"・Qの 一 →(i-・,2,…,")(4)
π`

で表 わ され る。 これ を言葉で表現すれば,二 重価 格制度下の消費者均衡 は,各

種 の財 のそれ ぞれ の配給量 と闇買量 とを合計 した量の与 え る限界敷用を,当 該

商品 の闇価 格で除 した比が均等にな る点 忙於 て達成 きれ る,と い うこ とに外な

らない。

従 って右の均衡点 は,同 じ敷用函数 を持つ消 費者が ΣQ西 則ち,E十 Σeε

(π`一 ρの な る所得 を持つて,窺 な る所与価 格の市場に於て極大敷用 を求 め る

場 合の,通 常の均衡点 と全 く一致す る。 則 ち二重価 格制度 の均衡 を通常の1物

1価 の場合 に還元す るには,各 消費者 は現実的所 得Eの 外 に假 想的所得(補 助

金)Σqi(πi-Pi)を 受け7上 で,全 購 入量 を闇市場に於 て闇価 格1本 で購入K

す るもの と考 えればよい。生産者 均衡 に於て も同様 の考 え方が可能で あ る。

これか ら一つ の政策的結論 が生 れ る。 則 ち,闇 値 と公価 との差額 に配給量 を

乗 じた金額 を受配者に交付 し,又 それ を供給者か ら取立てた上 で,公 定価 格 を

全 部撤廃す るな らば,各 財 の生産量 ・購 入量 は今迄 の二 重価格制 度下 のそれ と

全 く変 らないで あろ う。

、価 格

危
悔絶

一一 一 一一萄 佃 修

公懸 湿絡

脚'曇

量 芽 五 回

又,こ れ は,生 産 費指 数 の計算 法 に対 して も一 つ の示 唆 を与 え る。所 謂 フィッ

ノ ヤー の理 想算式 は,消 費者 均衡 理 論 の上 に立 っ て い るので あ るか ら,そ こに
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使 用 きれ る価 格 は 自由価 格本 で な くて は な らず,又 そ の所 得 もE+Σei(πi-

Pi)を 使 用 しな けれ ば な らな い 。現 在統 計局 が 発表 して い るCPSは,取 引量

加 重平 均価 格 で あ る所 謂 実数価 格 を使 用 して い るが,こ れ は右 の 観点 か ら見て

明 か な誤 りで あ る。 基 準時 点 の実 敷 価 格 をP。 とし た場 合,P。Q。 は意 味 を持

って も,P。Q,は 無 意 味 で あ る。 何 となれ ばP。 はQの 函数 で あ り,Q。 がQ,

に変 れ ばP。 自身 が 変 らな け れば な らぬ こ と,上 図 に よ り明 か で あ るか らで あ

る。

従 つ て,フ ィッシャーの算 式 も正 し くは左 の如 く改 め らるべ き(きあ る。

Σ弼 蒙 霧:×ii籍 一Xq・(ni-Pi)

POi=
一 Σ π。Q。一Σq。(π。-p。)

(1948年)

(後 記)こ れは8年 前,昭 和23年 に書 かれ た未 発 表 の論文 で あ る。 その 当 時

は,ケ ー ム理 論 の立場 か らす る新 しい敷 用測 定 法は 未だ 知 られて い なか つ た 。

従 つ て,今 日か ら見 れ ば原 論文 に大 修 正 を加 え な け れ ば な ら な いか もしれ な

い 。 また,行 列式 に よ る安 定条件 と凸性 とが恒 等 的 で あ る,と い うこ と も,数

学 者 の間 に は古 くか ら知 られて い る こ とで あつ て,何 等 眼 新 し い 貢 献 で は な

い。 然 し,筆 者 に とつ て は,最 初 の経 済 学 の論 文 と して想 い 出深 い もの で あ り.

ま た,新 し く経 済 学 を学 ぼ うとす る学生 諸 君 に とつ て,一 つ の解 説 的役 割 を果

す ことが で き るで あろ う と考 え,敢 えて掲 載 した次 第で あ る。

(昭 和31年6月)




